
西晉の菅洛墓誌について

は
じ
め
に

　

現
時
点
（
二
〇
一
三
年
現
在
）
で
確
認
し
う
る
西
晉
の
墓
誌
四
十
基
前
後
の

内
、
西
安
碑
林
（
陝
西
省
西
安
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
菅
洛
墓
誌
に
注
目
し
、

こ
の
墓
誌
に
関
し
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
た
い
。

　

菅
洛
墓
誌
に
関
す
る
専
論
は
な
い
。
釈
文
と
し
て
は
、
趙
超
『
漢
魏
南
北
朝

墓
誌
彙
編
』﹇
趙
超
一
九
九
二
﹈
な
ど
、
解
題
と
し
て
は
、
趙
万
里
『
漢
魏
南

北
朝
墓
誌
集
釈
』﹇
趙
万
里
一
九
五
六）

1
（

﹈、
陝
西
省
博
物
館
『
西
安
碑
林
書
法
藝

術
』
増
訂
版
﹇
陝
西
省
博
物
館
一
九
八
八）

2
（

﹈、
王
壮
弘
・
馬
成
名
『
六
朝
墓
誌

検
要
』
修
訂
本
﹇
王
壮
弘
・
馬
成
名
二
〇
〇
八
）
4
・
3
（

﹈
な
ど
が
あ
る
。

　

な
お
、
西
晉
の
墓
誌
に
関
す
る
拙
稿
と
し
て
は
「
西
晉
の
墓
誌
の
意
義
」

﹇
福
原
一
九
九
三
﹈、「
西
晉
の
荀
岳
墓
誌
の
検
討
」﹇
福
原
二
〇
一
〇
﹈、「
西
晉

の
成
晃
墓
誌
に
つ
い
て
」﹇
福
原
二
〇
一
三
﹈
な
ど
が
あ
り
、
小
論
で
は
、
と

く
に
菅
洛
墓
誌
を
含
む
西
晉
の
墓
誌
総
体
を
対
象
と
し
た
﹇
福
原
一
九
九
三
﹈

の
成
果
に
適
宜
言
及
す
る
。
ち
な
み
に
、
小
論
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
の
魏
晉

南
北
朝
史
学
会
大
会
で
の
「
西
晉
の
張
朗
墓
誌
の
総
合
的
研
究
を
目
指
し
て
」

と
い
う
題
目
で
の
口
頭
報
告
、
お
よ
び
﹇
福
原
二
〇
一
三
﹈
の
姉
妹
篇
に
あ
た

る
。

　

以
下
、
菅
洛
墓
誌
に
関
し
て
、
基
本
的
な
情
報
（
第
一
章
）、
刻
文
（
第
二

章
）、
特
徴
（
第
三
章
）
の
順
で
検
討
す
る
。

一

西
晉
の
菅
洛
墓
誌
に
つ
い
て

福　

原　

啓　

郎

〈
要
約
〉

　

本
文
對
一
九
三
〇
年
（
民
國
十
九
年
）
出
土
于
洛
陽
，
而
後
經
于

右
任
鴛
鴦
七
誌
齋
收
藏
之
後
，
現
藏
于
西
安
碑
林
博
物
館
的
西
晉
菅

洛
墓
誌
進
行
了
探
討
。
與
大
多
數
西
晉
墓
誌
相
同
，
菅
洛
墓
誌
是
在

洛
陽
近
郊
，
廣
義
上
的
〔
帝
陵
〕
附
葬
墳
墓
中
出
土
的
墓
誌
，
爲
西

晉
墓
誌
中
常
見
的
小
型
碑
形
墓
誌
（「
墓
誌
碑
」）
之
一
，
而
且
也
是

刻
有
暈
和
龍
頭
的
圓
首
墓
誌
，
屬
于
題
爲
「
墓
碑
」
或
「
碑
」，
銘

為
「
辭
」
的
一
種
類
型
。
刻
文
見
于
表
裏
兩
面
，
碑
陽
刻
有
題
（
題

額
）
和
序
，
碑
陰
刻
有
銘
（
韻
文
體
「
辭
」），
共
二
四
四
字
，
書
體

爲
晉
隷
。
菅
洛
死
于
二
九
〇
年
，
葬
于
二
九
一
年
，
這
段
時
期
正
是

外
戚
楊
駿
專
權
，
廣
義
的
八
王
之
亂
爆
發
前
夜
。
所
記
人
物
爲
被
葬

者
菅
洛
、
其
夫
徐
氏
、
長
女
以
及
女
婿
某
崇
四
人
。
墓
誌
爲
女
婿
所

制
，
這
一
點
與
成
晃
墓
誌
相
同
。
菅
氏
、
徐
氏
既
非
當
時
的
名
族
也

非
庶
民
，
與
成
晃
、
張
朗
又
爲
同
類
型
墓
誌
，
因
此
極
有
可
能
出
身

寒
門
寒
人
層
。
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第
一
章　

基
本
的
な
情
報

　

菅
洛
墓
誌
の
出
土
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
郭
玉
堂
訪
記
・
王
広
慶
校
録
『
洛

陽
出
土
石
刻
時
地
記
』﹇
郭
玉
堂
・
王
広
慶
一
九
四
一
﹈（﹇
氣
賀
澤
二
〇
〇
二
﹈

参
照
）
の
「
晉
待
詔
中
郎
将
徐
君
夫
人
管
氏
洛
之
墓
碑　

永
平
元
年
二
月
十
九

日
」
に
詳
し
い
。

　

民
国
十
九
年
陰
歴
六
月
、
洛
陽
城
北
門
外
後
坑
村
出
土
。
表
裏
刻
字
。

郷
人
以
六
百
元
售
出
。
復
以
千
二
百
元
、
帰
三
原
于
先
生
右
任
夗
央
七
誌

斎）
5
（

。

　

民
国
十
九
年
陰
歴
（
暦
）
六
月
、
洛
陽
城
の
北
門
の
外
の
後
坑
村
で
出

土
し
た
。
表
裏
に
字
が
刻
さ
れ
て
い
た
。
村
人
は
六
百
元
で
売
り
、
さ
ら

に
〔
転
売
さ
れ
て
〕、
千
二
百
元
で
三
原
県
を
本
貫
と
す
る
于
右
任
先
生

の
鴛
鴦
七
誌
斎
の
所
蔵
に
帰
し
た
。

　

出
土
時
期
は
一
九
三
〇
年
（
民
国
十
九
年
）
で
あ
り
、
西
晉
墓
誌
に
限
る
な

ら
ば
、
一
九
一
六
年
（
民
国
五
年
）
の
張
朗
墓
誌
の
出
土
を
皮
切
り
に
、
一
九

二
一
年
（
民
国
十
年
）
前
後
の
洛
陽
鏟
の
発
明
に
よ
り
加
速
さ
れ
、
一
九
三
〇

年
（
民
国
十
九
年
）
頃
ま
で
続
い
た
、
邙
山
の
陵
墓
を
中
心
と
す
る
発
掘
ブ
ー

ム
の
中
で
出
土
し
た
（﹇
馬
子
雲
一
九
八
六
﹈﹇
馬
子
雲
（
栗
林
訳
）一
九
八

八
﹈）。
ち
な
み
に
、
郭
槐
・
左
棻
の
両
墓
誌
も
一
九
三
〇
年
の
出
土
で
あ
る
。

　

出
土
地
に
つ
い
て
は
、「
洛
陽
城
北
門
外
後
坑
村
出
土
」
と
あ
り
、
現
洛
陽

市
の
老
城
区
の
北
部
、﹇
郭
玉
堂
・
王
広
慶
一
九
四
一
﹈
に
附
さ
れ
て
い
る

「
洛
陽
石
刻
出
土
地
図
」
に
よ
る
と
、
瀍
河
の
西
に
位
置
し
て
い
る
。
出
土
地

が
瀍
河
の
西
の
洛
陽
市
街
地
と
い
う
点
、
西
晉
の
墓
誌
で
は
、
裴
祗
・
徐
義
両

墓
誌
と
共
通
す
る
。

　

西
安
碑
林
の
所
蔵
に
帰
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
上
引
の
記
載
、
お
よ
び
、

路
遠
『
西
安
碑
林
史
』﹇
路
遠
一
九
九
八
﹈、
氣
賀
澤
保
規
「
郭
玉
堂
と
『
洛
陽

出
土
石
刻
時
地
記
』
― 

民
国
期
に
お
け
る
北
朝
隋
唐
墓
誌
蒐
集
の
周

辺 

― 

」（﹇
氣
賀
澤
二
〇
〇
二
﹈
所
収
）
な
ど
に
よ
り
、
略
述
し
た
い
。
一
九

二

碑陰（［北京図書館金石組
一九八九］）

碑陽（［北京図書館金石組
一九八九］）
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三
〇
年
（
民
国
十
九
年
）
に
出
土
し
た
菅
洛
墓
誌
は
、
間
も
な
く
、
お
そ
ら
く

は
郭
玉
堂
の
斡
旋
に
よ
り
、
千
二
百
元
で
于
右
任
に
転
売
さ
れ
、
そ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
鴛
鴦
七
誌
斎
に
納
ま
っ
た
。
于
右
任
（
一
八
七
九

－

一
九
六

四
）
は
陝
西
省
三
原
県
の
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
革
命
運
動
に
身
を
投

じ
、
同
盟
会
会
員
と
し
て
孫
文
の
右
腕
と
な
り
、
辛
亥
革
命
の
後
、
政
界
に
入

り
、
孫
文
の
歿
後
、
蔣
介
石
に
従
い
、
監
察
院
院
長
（
一
九
三
〇

－

六
四
年
在

任
。
監
察
は
五
権
の
一
翼
を
に
な
う
重
責
）
の
任
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
黄
文

弼
の
慫
慂
に
よ
り
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
西
安
碑
林
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
一
九
三
五
・
三
六
年
（
民
国
二
十
四
・
二
十
五
年
）、
北
京
、
南
京
、
上

海
に
分
置
さ
れ
て
い
た
鴛
鴦
七
誌
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
洛
陽
出
土
の
諸
墓
誌

三
百
点
餘
り
を
一
括
し
て
西
安
に
移
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
点
と
し
て
菅

洛
墓
誌
も
、
一
旦
、
假
に
孔
廟
内
に
保
管
さ
れ
、
一
九
三
八
年
（
民
国
二
十
七

年
）、
新
装
な
っ
た
西
安
碑
林
に
入
っ
た
の
で
あ
る）

6
（

。
な
お
、
西
安
碑
林
の
正

式
名
は
一
九
九
三
年
以
降
、
西
安
碑
林
博
物
館
で
あ
り
、
一
九
九
一
年
に
新
た

に
建
立
さ
れ
た
陝
西
歴
史
博
物
館
と
区
別
さ
れ
て
お
り
﹇
趙
力
光
二
〇
〇
八
﹈、

菅
洛
墓
誌
は
現
在
、
陝
西
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る）

7
（

。

　

材
質
は
石
、
形
状
は
碑
形
で
あ
り
（
後
漢
時
代
に
流
行
し
た
地
上
の
墓
碑
と

同
じ
。
そ
れ
故
に
「
墓
誌
碑
」
と
称
さ
れ
る
）、
お
そ
ら
く
は
墓
室
内
に
立
て

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
方
趺
や
枘
の
有
無
に
つ
い
て
は
未
詳
）。
円
首

（
圭
首
、
方
首
で
は
な
く
）
で
暈
と
龍
頭
の
浮
彫
り
が
刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

点
で
は
、
成
晃
・
張
朗
両
墓
誌
と
同
じ
で
あ
る）

8
（

。

　

寸
法
は
高
さ
五
八
×
横
幅
二
四
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（﹇
趙
万
里
一
九
五

六
﹈
巻
一
、
晉
、
徐
夫
人
菅
洛
碑
並
陰
。﹇
王
壮
弘
・
馬
成
名
二
〇
〇
八
﹈。
厚

さ
は
未
詳
）、
タ
テ
と
ヨ
コ
の
比
は
七
対
三
（
よ
り
正
確
に
は
一
九
対
八
）
で
、

そ
の
比
率
は
成
晃
墓
誌
と
同
じ
（
ち
な
み
に
、
張
朗
墓
誌
は
二
対
一
）、
や
や

縦
長
で
あ
る
。
地
下
の
墓
室
内
に
立
て
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
高
さ
二

メ
ー
ト
ル
前
後
が
平
均
で
あ
る
漢
碑
と
対
比
し
て
、
西
晉
の
墓
誌
（「
墓
誌

碑
」）
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
小
型
で
あ
る）

8
（

。

　

刻
文
は
碑
陽
と
碑
陰
の
両
面
に
陰
刻
、
碑
陽
に
題
と
序
、
碑
陰
に
銘
が
刻
さ

れ
て
い
る
。
題
と
序
と
銘
が
完
備
し
て
い
る
点
で
は
、
王
□
君
侯
、
魏
雛
、
徐

義
、
張
朗
、
張
纂
、
華
芳
、﹇
杏
園
三
四
号
墓
﹈
の
諸
墓
誌
と
共
通
す
る
。
題

額
「
晉
待
詔
中
郎
／
将
徐
君
夫
人
／
菅
氏
之
墓
碑
」
の
末
尾
に
あ
る
墓
誌
を
表

わ
す
名
称
が
「
墓
碑
」
で
あ
る
の
は
、
西
晉
墓
誌
で
は
唯
一
で
あ
る
が
、
王
口

君
侯
、
成
晃
、
張
朗
、﹇
杏
園
三
四
号
墓
﹈
の
諸
墓
誌
の
「
碑
」
と
類
似
す
る

（
王
□
君
侯
「
晉
故
殿
中
中
郎
／
将
右
衛
□
（
佽
）
飛
□
／
□
督
□
□
□
□
／

□
□
□
□
□
□
／
□
□
□
梁
国
□
／
天
水
□
（
新
）
陽
人
□
（
也
）／
王
□
君

侯
之
碑
」
な
ど
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
銘
は
「
辞
」
と
称
し
て
お
り
、
そ
の
点

で
は
魏
雛
、
張
朗
、﹇
杏
園
三
四
号
墓
﹈
の
三
墓
誌
と
共
通
し
、
魏
雛
、
張
朗

の
両
墓
誌
と
は
碑
陽
に
題
と
序
、
碑
陰
に
銘
と
分
か
れ
て
い
る
点
も
同
じ
で
あ

る
。
な
お
、
拓
本
か
ら
か
す
か
に
碑
陰
・
碑
陽
と
も
に
界
線
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
字
の
大
き
さ
は
未
詳
。
た
だ
し
、
拓
本
で
確
認
す
る
か
ぎ
り
、
碑

陽
の
序
、
碑
陽
の
題
、
碑
陰
の
銘
で
異
な
っ
て
お
り
、
序
、
題
、
銘
の
順
で
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

　

字
数
は
額
十
五
字
（
三
行
、
行
ご
と
に
五
字
）、
序
一
六
一
字
（
十
一
行
、

行
ご
と
に
十
六
字
、
初
行
は
十
五
字
、
末
行
は
二
字
）、
銘
六
十
八
字
（
七
行
、

行
ご
と
に
十
字
、
末
行
の
み
八
字
）、
計
二
四
四
字
。

三
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書
体
は
、
題
・
序
・
銘
と
も
に
八
分
（
漢
隷
）
か
ら
楷
書
へ
の
間
の
過
渡
的

な
書
体
で
あ
る
晉
隷
で
あ
り）

9
（

、
そ
の
点
は
、
西
晉
の
「
墓
誌
碑
」
全
般
の
書
体

の
特
徴
で
あ
る
。
上
田
早
苗
（﹇
平
凡
社
一
九
八
六
﹈）
は
、「
両
碑
（
菅
洛
・

成
晃
両
碑
）
は
、
…
…
。
書
体
は
方
整
な
八
分
で
は
あ
る
が
、
し
だ
い
に
楷
書

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
様
相
が
認
め
ら
れ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
な
お
、
書
風
に

関
し
て
、
私
自
身
不
案
内
で
あ
る
の
で
省
略
す
る）

10
（

。

第
二
章　

刻　
　

文

　

菅
洛
墓
誌
の
刻
文
の
釈
文
（
押
韻
）・
読
み
下
し
・
試
訳
・
注
釈
を
以
下
に

示
す
。
な
お
、
漢
字
は
釈
文
を
も
含
め
基
本
的
に
は
常
用
漢
字
を
用
い
る
。
釈

文
の
作
成
は
原
石
が
ほ
ぼ
完
好
で
あ
る
の
で
、
一
部
缺
損
し
て
い
る
二
字
、
異

体
字
の
問
題
を
別
に
す
る
な
ら
ば
、
特
段
問
題
は
な
い
。
異
体
字
は
数
多
い
が
、

釈
文
作
成
の
作
業
過
程
に
お
い
て
、
異
体
字
か
ら
正
字
（
旧
字
）、
正
字
か
ら

常
用
漢
字
に
改
め
た
。
な
お
、「
は
じ
め
に
」
で
も
言
及
し
た
﹇
趙
超
一
九
九

二
﹈
の
釈
文
を
参
照
し
た
。

【
釈
文
】

《
題
》

晉
待
詔
中
郎

将
徐
君
夫
人

菅
氏
之
墓
碑

《
序
》

夫
人
諱
洛
字
勝
□
郡
人
也
夫
人
淑
質
清

和
恭
誠
朗
識
年
有
十
七
始
適
徐
氏
雖
生
自

出
於
督
孝
之
門
而
志
存
礼
譲
祗
奉
姑
舅
接

事
夫
主
自
始
及
終
卌
一
年
其
謙
譲
之
節
柔

順
之
行
曾
無
片
言
違
慢
之
失
整
脩
中
匱
僕

御
粛
然
是
以
姻
族
墓
其
義
父
党
貴
其
行
宜

当
等
寿
姜
任
永
錫
難
老
年
五
十
有
八
以
泰

康
十
一
年
五
月
廿
七
日
罔
以
永
平
元
年
二

月
十
九
日
附
葬
于
洛
之
西
南
大
女
聟
崇
不

勝
感
墓
网
極
之
哀
財
立
墓
碑
略
紀
遺
烈
其

辞
曰

《
銘
》

皇
霊
誕
育
惟
嶽
絳
猜
猗
与

夫
人
秉
徳
淑
清
聡
朗
内
識

接
物
以
誠
曰
仁
者
寿
当
享

百
齢
昊
天
不
弔
大
命
中
傾

卜
茲
宅
窕
永
即
幽
冥
遺
孤

号
咷
姻
族
涕
零
千
秋
万
歳

何
時
復
形
嗚
呼
哀
哉

【
押
韻
】

「
猜
」「
清
」「
誠
」「
齢
」「
傾
」「
冥
」「
零
」「
形
」（
下
平
声
八
庚
・
九

青
。「
猜
」
の
み
上
平
声
十
灰
）

四
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【
読
み
下
し
】

《
題
》

晉
の
待
詔
中
郎
将
徐
君
の
夫
人
菅
氏
の
墓
碑

《
序
》

　

夫
人
、
諱
は
洛
、
字
は
勝
、
□
（
代
）
郡
の
人
な
り
。
夫
人
は
淑
質
に

し
て
清
和
、
恭
誠
に
し
て
朗
識
。
年
有
十
七
に
し
て
、
始
め
て
徐
氏
に
適

く
。
自
ら
督
孝
の
門
に
於
い
て
生
ま
れ
る
と
雖
も
而
る
に
志
は
礼
譲
に
存

し
、
姑
舅
に
祗
奉
し
、
夫
主
に
接
事
す
る
こ
と
、
始
め
よ
り
終
り
に
及
ぶ

ま
で
、
卌
一
年
。
其
の
謙
譲
の
節
、
柔
順
の
行
、
曾
て
片
言
の
違
慢
の
失

無
し
。
中
匱
を
整
脩
し
、
僕
御
す
る
こ
と
粛
然
た
り
。
是
を
以
て
姻
族
は

其
の
義
を
墓
（
慕
）
い
、
父
党
は
其
の
行
を
貴
ぶ
。
宜
し
く
当
に
寿
は
姜

任
と
等
し
く
、
永
く
老
い
難
き
を
錫
う
べ
き
を
、
年
五
十
有
八
、
泰

（
太
）
康
十
一
年
五
月
廿
七
日
を
以
て
罔
く
な
り
、
永
平
元
年
二
月
十
九

日
を
以
て
洛
の
西
南
に
附
葬
す
。
大
女
の
聟
崇
、
感
墓
（
慕
）
网
（
罔
）

極
の
哀
に
勝
え
ず
、
財
（
才
）
か
に
墓
碑
を
立
て
、
略
ぼ
遺
烈
を
紀
す
の

み
。
其
の
辞
に
曰
く
、

《
銘
》

　

皇
霊
は
誕
育
し
、
惟
れ
嶽
は
絳
猜
す
。
猗
与
の
夫
人
、
徳
を
秉
り
淑
清
、

聡
朗
に
し
て
内
識
、
物
に
接
す
る
こ
と
誠
を
以
て
す
。
曰
く
、
仁
者
は
寿

当
に
百
齢
を
享
く
べ
し
、
と
。
昊
天
弔
れ
ま
ず
、
大
命
は
中
傾
す
。
茲
の

宅
窕
を
卜
し
、
永
く
幽
冥
に
即
く
。
遺
孤
は
号
咷
し
、
姻
族
は
涕
零
す
。

千
秋
万
歳
、
何
れ
の
時
か
復
た
形
れ
ん
。
嗚
呼
哀
し
い
か
な
。

【
試
訳
】

《
題
》

晉
の
待
詔
中
郎
将
徐
君
の
夫
人
菅
氏
の
墓
碑

《
序
》

　

夫
人
は
、
諱
（
い
み
な
）
が
「
洛
」、
字
（
あ
ざ
な
）
が
「
勝
」
で
、

代
郡
の
出
身
で
あ
り
ま
す
。
夫
人
は
貞
淑
に
し
て
清
廉
・
温
和
、
恭
順
・

誠
実
に
し
て
聡
明
な
見
識
を
有
し
て
お
り
ま
し
た
。
十
七
歳
の
と
き
、
徐

氏
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
自
ら
「
督
孝
」
の
家
柄
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、

守
礼
と
謙
譲
の
志
を
懐
き
続
け
、
四
十
一
年
に
わ
た
り
ず
っ
と
、
し
ゅ
う

と
・
し
ゅ
う
と
め
に
つ
つ
し
み
つ
か
え
、
夫
に
つ
か
え
、
夫
人
の
謙
譲
か

つ
柔
順
の
節
義
と
行
い
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
口
答
え
を
す
る
と
い
う
過
ち

は
一
言
さ
え
も
な
く
、
家
事
を
整
え
修
め
、
厳
粛
に
家
を
つ
か
さ
ど
り
治

め
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
っ
て
姻
戚
や
親
族
は
そ
の
節
義
を
慕
い
、
そ
の
行

い
を
貴
び
ま
し
た
。
寿
命
は
周
室
の
太
姜
・
太
任
と
同
じ
よ
う
に
、
と
こ

し
え
に
保
つ
べ
き
は
ず
を
、
太
康
十
一
年
五
月
二
十
七
日
、
享
年
五
十
八

で
も
っ
て
歿
し
、
翌
永
平
元
年
二
月
十
九
日
に
洛
陽
の
西
南
〔
に
あ
る
夫

の
徐
君
の
墳
墓
〕
に
附
葬
し
ま
し
た
。
長
女
の
婿
で
あ
る
某
崇
は
、
尽
き

ざ
る
仰
慕
の
哀
し
み
に
堪
え
か
ね
て
、
わ
ず
か
に
墓
碑
を
立
て
、
遺
業
を

簡
略
に
記
す
の
み
で
も
っ
て
責
め
を
ふ
さ
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
銘
文

（「
辞
」）
は
以
下
の
如
し
。

《
銘
》

　

天
は
大
い
に
育
て
、
こ
れ
岳
神
は
賢
者
を
降
ろ
す
。
あ
あ
夫
人
は
美
徳

五
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を
有
し
貞
淑
に
し
て
清
和
、
聡
明
に
し
て
見
識
を
秘
し
、
誠
実
に
交
際
し

た
。
仁
者
は
長
寿
を
享
受
す
べ
し
、
と
い
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蒼
天
は

憐
憫
を
賜
わ
ず
、
そ
の
寿
命
は
途
中
で
断
ち
切
ら
れ
た
。
そ
の
墓
地
を
占

い
選
び
、
と
わ
に
冥
界
に
や
ど
る
。
遺
族
は
泣
き
叫
び
、
姻
戚
は
な
み
だ

を
こ
ぼ
す
。
千
年
万
年
と
、
い
ず
れ
の
と
き
に
ふ
た
た
び
現
れ
る
こ
と
が

あ
ろ
う
か
、
現
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
。
あ
あ
な
ん
と
哀
し
い

こ
と
か
。

【
注
釈
】

　

「
晉
待
詔
中
郎
将
徐
君
夫
人
菅
氏
之
墓
碑
」　

題
額
。「
晉
」、
王
朝
名
。

西
晉
の
墓
誌
の
場
合
、
た
と
え
ば
、「
晉
故
処
士
成
君
之
碑
」（
成
晃
墓

誌
）、「
晉
賈
皇
后
乳
母
美
人
徐
氏
之
銘
」（
徐
義
墓
誌
）、「
晉
故
沛
国
相

張
君
之
碑
」（
張
朗
墓
誌
）、「
晉
故
中
書
侍
郎
潁
川
潁
陰
荀
氏
之
墓
」（
荀

岳
墓
誌
）、「
晉
使
持
節
侍
中
都
督
幽
州
諸
軍
事
領
護
烏
丸
校
尉
幽
州
刺
史

驃
騎
大
将
軍
博
陵
公
大
原
晉
陽
王
公
故
夫
人
平
原
華
氏
之
銘
」（
華
芳
墓

誌
）
の
よ
う
に
、
題
に
「
晉
」
を
冠
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、「
晉
大
司

農
関
中
侯
裴
祗
…
…
」（
裴
祗
墓
誌
）、「
晉
前
尚
書
郎
北
地
傅
宣
故
命
婦

秦
国
士
孫
松
…
…
」（
士
孫
松
墓
誌
）
の
よ
う
に
、
序
の
冒
頭
が
「
晉
」

か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
。「
大
晉
」
は
見
え
な
い
。「
待
詔
中
郎
将
」、

未
詳
。
史
書
に
見
え
な
い
。「
待
詔
」、
皇
帝
の
近
侍
と
し
て
待
機
す
る
官

職
。
後
漢
代
、
単
独
と
と
も
に
、「
待
詔
公
車
」「
太
史
待
詔
」「
待
詔
太

史
」「
霊
台
待
詔
」「
掖
庭
令
待
詔
」
な
ど
が
史
書
に
見
え
る
。
ま
た
、

『
後
漢
書
』
班
彪
伝
上
、
附
班
固
伝
所
引
「
両
都
賦
」
の
「
又
有
承
明
金

馬
、
著
作
之
庭
」
の
李
賢
等
注
に
「
承
明
、
殿
前
之
廬
也
。
金
馬
、
署
名

也
。
門
有
銅
馬
、
故
名
金
馬
門
、
待
詔
者
皆
居
之
」
と
あ
る
。「
中
郎
将
」、

将
軍
に
準
ず
る
官
職
。
北
中
郎
将
な
ど
。
ち
な
み
に
『
宋
書
』
百
官
志
下

に
よ
る
と
、
四
中
郎
将
は
第
四
品
で
あ
る
。「
徐
君
」、
夫
の
姓
氏
＋
敬
称

「
君
」。「
晉
」
の
注
釈
参
照
。「
夫
人
」、
正
妻
に
対
す
る
敬
称
。
序
で
も

二
箇
所
出
て
く
る
。
華
芳
墓
誌
の
場
合
、「
故
夫
人
」
と
さ
ら
に
「
故
」

が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
菅
洛
墓
誌
の
場
合
、「
故
」
字
は
な
い
。「
菅

氏
」、
あ
る
い
は
「
管
氏
」
か
。
第
三
章
に
て
検
討
す
る
。「
之
」、
題
の

末
尾
、「
某
君
」「
某
氏
」
と
「
墓
碑
」「
碑
」「
墓
」「
銘
」
の
間
に
上
下

の
語
の
領
属
関
係
を
明
示
す
る
助
字
で
あ
る
「
之
」
字
が
入
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。「
晉
」
の
注
釈
参
照
。「
墓
碑
」、
本
来
、
地
上
に
立
て
ら
れ

て
い
た
痕
跡
。
碑
陽
の
序
の
末
尾
に
も
「
財
立
墓
碑
」
と
い
う
一
節
が
あ

る
。
成
晃
・
張
朗
両
墓
誌
は
「
碑
」。

　

「
夫
人
諱
洛
字
勝
、
□
郡
人
也
」　

「
夫
人
」、
題
額
の
「
夫
人
」
注
釈

参
照
。「
諱
洛
字
勝
」、
い
み
な
が
「
洛
」、
あ
ざ
な
が
「
勝
」。「
□
郡
」、

お
そ
ら
く
「
代
郡
」
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、『
晉
書
』
地
理
志
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
一
字
の
郡
国
名
は
、
汲
郡
、
魏
郡
、
譙
郡
、
魯
郡
、
代
郡
、

西
郡
、
巴
郡
、
蜀
郡
、
南
郡
、
呉
郡
、
梁
国
、
沛
国
、
趙
国
、
燕
国
、
斉

国
で
あ
る
が
、
□
の
残
缺
の
字
か
ら
判
断
す
る
と
、「
代
」
郡
が
最
も
可

能
性
が
高
い
。
代
郡
は
、
代
戎
、
春
秋
代
国
に
由
来
す
る
、
戦
国
趙
以
来

の
郡
。
そ
の
領
域
は
河
北
省
北
西
部
か
ら
山
西
省
北
東
部
に
か
け
て
で
あ

り
、
西
晉
代
、
幽
州
に
属
し
て
い
た
（『
晉
書
』
地
理
志
上
、
幽
州
、「
代

郡
、
秦
置
。
統
県
四
、
戸
三
千
四
百
。
代
・
広
昌
・
平
舒
・
当
城
」）。

六
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「
夫
人
淑
質
清
和
、
恭
誠
朗
識
」　

「
夫
人
」、
題
額
の
「
夫
人
」
注
釈

参
照
。「
淑
質
」、
よ
い
資
質
、
貞
淑
な
性
質
。
心
身
の
う
ち
、
身
（
美

貌
）
に
つ
い
て
は
、
司
馬
相
如
「
美
人
賦
」（『
古
文
苑
』）
に
「
有
女
独

処
、
婉
然
在
牀
、
奇
葩
逸
麗
、
淑
質
豔
光
」、
心
に
つ
い
て
は
、『
後
漢

書
』
崔
駰
伝
に
「
応
規
矩
之
淑
質
兮
、
遇
班
陲
而
裁
之
」、
趙
岐
「
孟
子

題
辞
」
に
「
孟
子
生
有
淑
質
」、
孔
融
「
薦
禰
衡
表
」（『
文
選
』
表
上
）

に
「
淑
質
貞
亮
、
英
才
卓
躒
」。
後
年
で
あ
る
が
、
南
宋
・
陸
游
「
夫
人

孫
氏
墓
誌
銘
」（『
渭
南
文
集
』
墓
誌
銘
）
に
「
夫
人
幼
而
淑
質
、
…
…
」

と
あ
る
。「
清
和
」、
清
廉
温
和
。
蔡
邕
「
文
範
先
生
陳
仲
弓
銘
」（『
蔡
中

郎
集
』
碑
銘
。
陳
仲
弓
は
陳
寔
）、「
君
膺
皇
霊
之
清
和
、
受
明
哲
之
上
姿
、

憑
先
民
之
遐
迹
、
秉
玄
妙
之
淑
行
」、『
晉
書
』
斉
王
攸
伝
、「
及
長
、
清

和
平
允
、
親
賢
好
施
、
愛
経
籍
、
能
属
文
、
善
尺
牘
、
為
世
所
楷
」。「
恭

誠
」、
未
詳
。
恭
順
で
誠
実
、
の
意
か
。「
朗
識
」、
す
ぐ
れ
た
見
識
。
謝

霊
運
「
曇
隆
法
師
誄
序
」（『
広
弘
明
集
』
巻
二
十
六
）、「
慧
心
朗
識
、
発

於
髫
辮
」。

　

「
年
有
十
七
、
始
適
徐
氏
」　

「
年
有
十
七
」、「
年
十
七
有
り
」
と
読

み
下
す
か
、
あ
る
い
は
「
年
十
有
七
」
の
誤
り
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

十
七
歳
に
し
て
、
の
意
。「
始
適
徐
氏
」、「
適
」、
ゆ
く
、
と
つ
ぐ
。『
左

伝
』
昭
公
元
年
に
「
鄭
徐
吾
犯
之
妹
美
、
公
孫
楚
聘
之
矣
、
公
孫
黒
又
使

強
委
禽
焉
。
…
…
。
犯
請
於
二
子
、
請
使
女
択
焉
。
皆
許
之
。
…
…
。
女

自
房
観
之
、
曰
、
…
…
。
適
子
南
氏
」、『
儀
礼
』
喪
服
、
子
嫁
反
在
父
之

室
、
鄭
注
に
「
凡
女
行
於
大
夫
以
上
曰
嫁
、
行
士
庶
人
曰
適
人
」、
潘
岳

「
寡
婦
賦
」（『
文
選
』、
賦
、
哀
傷
）
の
「
少
喪
父
母
、
適
人
而
所
天
又

殞
」
の
李
善
注
に
「
家
語
曰
、
女
年
十
五
、
有
適
人
之
道
、
適
、
謂
往
嫁

也
」
と
あ
る
。

　

「
雖
生
自
出
於
督
孝
之
門
、
而
志
存
礼
譲
、
祗
奉
姑
舅
、
接
事
夫
主
」　

「
雖
生
自
出
於
督
孝
之
門
」、「
督
孝
」、
未
詳
。「
賢
孝
」
あ
る
い
は
「
篤

孝
」
か
。「
礼
譲
」、
守
礼
謙
譲
。『
論
語
』
里
仁
に
「
子
曰
、
能
以
礼
譲

為
国
乎
、
何
有
、
不
能
以
礼
譲
為
国
、
如
礼
何
」、
葛
洪
『
抱
朴
子
』
詰

鮑
に
「
衣
食
既
足
、
礼
譲
以
興
」
と
あ
る
。「
祗
奉
」、
つ
つ
し
み
つ
か
え

る
。
阮
籍
「
大
人
先
生
伝
」（『
阮
籍
集
』
伝
）、「
汝
又
焉
得
挾
金
玉
万
億
、

祗
奉
君
上
而
全
妻
子
乎
」。「
姑
舅
」、
し
ゅ
う
と
め
と
し
ゅ
う
と
、
夫
の

母
と
父
、
舅
姑
。『
爾
雅
』
釈
親
に
「
婦
称
夫
之
父
曰
舅
、
称
夫
之
母
曰

姑
。
姑
舅
在
、
則
曰
君
舅
・
君
姑
、
没
、
則
曰
先
舅
・
先
姑
。
謂
夫
之
庶

母
為
少
姑
」
と
あ
る
。「
接
事
」、
こ
の
場
合
は
、「
奉
事
」
と
同
義
で
、

長
上
に
つ
か
え
る
、
の
意
。『
太
平
広
記
』
神
仙
、
賀
知
章
、「
…
…
。
老

人
随
意
問
答
、
因
与
往
来
、
漸
加
礼
敬
、
言
論
漸
密
、
遂
云
、
善
黄
白 

之
術
。
賀
素
信
重
、
願
接
事
之
。
…
…
」。「
夫
主
」、
夫
、
良
人
。「
丈 

夫
」
＋
「
家
主
」。『
後
漢
書
』
列
女
伝
、
班
昭
（
曹
世
叔
の
妻
）
の
条
、

「
作
『
女
誡
』
七
篇
、
有
助
内
訓
、
其
辞
曰
、
…
…
。
卑
弱
第
一
、
…
…
、

正
色
端
操
、
以
事
夫
主
、
清
静
自
守
、
無
好
戯
笑
、
絜
斉
酒
食
、
以
供
祖

宗
、
是
謂
継
祭
祀
也
」。

　

「
自
始
及
終
、
卌
一
年
」　

「
自
始
及
終
」、
成
句
、「
自
始
至
終
」
と

同
義
、
始
め
か
ら
終
り
ま
で
、
終
始
。「
卌
一
年
」、
四
十
一
年
。『
漢
石

経
論
語
残
字
』
に
「
子
曰
、
年
卌
見
悪
焉
」
と
あ
る
が
、
現
在
の
『
論

語
』
陽
貨
で
は
「
子
曰
、
年
四
十
而
見
悪
焉
、
其
終
也
已
」。

七
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「
其
謙
譲
之
節
、
柔
順
之
行
、
曾
無
片
言
違
慢
之
失
」　

「
謙
譲
之
節
、

柔
順
之
行
」、「
謙
譲
」、『
史
記
』
淮
陰
侯
伝
、「
太
史
公
曰
、
…
…
、
假

令
韓
信
学
道
謙
譲
、
不
伐
己
功
、
不
矜
其
能
、
則
庶
幾
哉
、
於
漢
家
勲
可

以
比
周
・
召
・
太
公
之
徒
、
後
世
血
食
矣
」。「
柔
順
」、
お
と
な
し
く
て

す
な
お
。『
周
易
』
坤
、「
柔
順
利
貞
、
君
子
攸
行
」。「
節
行
」、
節
操
あ

る
行
為
。「
曾
無
片
言
違
慢
之
失
」、「
片
言
」、
ひ
と
こ
と
、
半
言
。「
片

言
隻
字
」
の
成
句
が
あ
る
。『
後
漢
書
』
党
錮
伝
序
に
「
挙
中
於
理
、
則

強
梁
褫
気
、
片
言
違
正
、
則
厮
臺
解
情
」
と
あ
る
。「
違
慢
」、
さ
か
ら
う

こ
と
。
傅
咸
「
御
史
中
丞
箴
」（『
初
学
記
』
職
官
部
下
、
御
史
中
丞
）、

「
執
憲
之
綱
、
秉
国
之
憲
、
鷹
揚
虎
視
、
粛
清
違
慢
」。

　

「
整
脩
中
匱
、
僕
御
粛
然
」　

「
整
脩
中
匱
」、「
整
脩
」、
未
詳
。「
整

修
」
＝
「
修
理
」。「
中
匱
」、
途
中
で
乏
し
く
な
る
、
休
む
、
の
意
で
あ
る

が
、
こ
の
場
合
、「
中
饋
」、
婦
女
子
の
炊
事
・
料
理
、
そ
の
食
物
。
本
来

は
祭
祠
を
司
る
こ
と
に
由
来
す
る
。『
易
』
家
人
、「
六
二
、
无
攸
遂
、
在

中
饋
貞
吉
」、
そ
の
孔
穎
達
疏
、「
婦
人
之
道
、
…
…
、
其
所
職
、
主
在
於

家
中
饋
食
供
祭
而
已
」。
王
粲
「
出
婦
賦
」（『
藝
文
類
聚
』
人
部
、
別
下
、

賦
）、「
竦
余
身
兮
敬
事
、
理
中
饋
兮
恪
勤
」。
張
朗
墓
誌
の
序
に
「
尽
中

饋
之
礼
」、
華
芳
墓
誌
の
序
に
「
委
政
中
匱
、
不
失
其
職
」
と
あ
る
。
郭

槐
墓
誌
に
「
虔
恭
粢
盛
」
と
あ
る
。「
僕
御
」、
下
僕
、
馭
者
。
石
崇
「
王

明
君
辞
」（『
文
選
』
詩
、
楽
府
下
）、「
僕
御
涕
流
離
、
轅
馬
悲
且
鳴
」。

こ
こ
の
文
脈
で
は
、「
牧
御
」、
つ
か
さ
ど
り
、
お
さ
め
る
、
の
意
で
あ
ろ

う
。
華
芳
墓
誌
の
序
に
「
及
牧
御
群
下
、
訓
導
以
漸
、
威
不
加
厳
、
而
左

右
自
粛
也
」
と
あ
る
。「
粛
然
」、
つ
つ
し
む
さ
ま
。『
荀
子
』
彊
国
、「
及

都
邑
官
府
、
其
百
吏
粛
然
、
莫
不
恭
倹
敦
敬
、
忠
信
而
不
楛
、
古
之
吏

也
」。

　

「
是
以
姻
族
墓
其
義
、
父
党
貴
其
行
」　

「
姻
族
」、
姻
戚
。『
三
国

志
』
魏
書
、
崔
琰
伝
、「〔
崔
〕
琰
従
弟
林
、
少
無
名
望
、
雖
姻
族
猶
多
軽

之
、
…
…
」。「
墓
」、
慕
。「
慕
義
」、『
史
記
』
留
侯
世
家
、「
漢
三
年
、

…
…
。〔
酈
〕
食
其
曰
、
…
…
、
此
其
君
臣
百
姓
必
皆
載
陛
下
之
徳
、
莫

不
郷
風
慕
義
、
願
為
臣
妾
」。「
父
党
」、
父
方
の
親
族
。『
礼
記
』
礼
器
に

「
有
以
素
為
貴
者
、
至
敬
無
文
、
父
党
無
容
、
…
…
」
と
あ
り
、
そ
の
孔

穎
達
疏
に
「
父
党
無
容
者
、
謂
父
之
族
党
是
親
質
素
、
故
事
之
無
有
折
旋

揖
譲
之
容
」
と
あ
る
。「
貴
行
」、
河
上
公
注
本
『
老
子
』
玄
徳
、「
知
者

不
言
」
の
河
上
公
注
に
「
知
者
貴
行
、
不
貴
言
也
」
と
あ
る
。

　

「
宜
当
等
寿
姜
任
、
永
錫
難
老
」　

「
宜
当
等
寿
姜
任
」、「
姜
任
」、
太

姜
と
太
任
。
周
室
三
母
は
太
姜
（
大
王
古
公
亶
父
の
妃
、
王
季
の
母
）・

太
任
（
王
季
の
妃
、
文
王
の
母
）・
太
姒
（
文
王
の
妃
、
武
王
の
母
）。
劉

向
『
列
女
伝
』、
母
儀
、
周
室
三
母
伝
、「
太
姜
者
、
王
季
之
母
、
有
呂

（
台
）
氏
之
女
。
大
王
娶
以
為
妃
。
生
太
伯
・
仲
雍
・
王
季
。
貞
順
率
道
、

靡
有
過
失
。
太
王
謀
事
遷
徙
、
必
与
太
姜
。
…
…
。
太
任
者
、
文
王
之
母
、

摯
任
氏
中
女
也
。
王
季
娶
為
妃
。
…
…
。
及
其
有
娠
、
目
不
視
悪
色
、
耳

不
聴
淫
声
、
口
不
出
敖
言
、
能
以
胎
教
、
溲
于
豕
牢
而
生
文
王
。
…
…
。

太
姒
者
、
…
…
。
周
室
三
母
、
太
姜
任
姒
。
文
武
之
興
、
蓋
由
斯
起
。
太

姒
最
賢
、
号
曰
文
母
。
三
姑
之
徳
、
亦
甚
大
矣
」。
張
朗
墓
誌
の
序
に

「
有
三
母
風
（
園
）」、
徐
義
墓
誌
の
序
に
「
文
母
立
身
、
清
潔
遝
矣
」、
銘

に
「
邁
徳
娥
英
、
斉
縦
姜
姒
」
と
あ
る
。「
永
錫
難
老
」、
出
典
は
『
毛

八
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詩
』
魯
頌
、
泮
水
（「
既
飲
旨
酒
、
永
錫
難
老
」）、
そ
の
鄭
玄
箋
に
「
已

飲
美
酒
、
而
長
賜
其
難
使
老
、
難
使
老
者
、
最
寿
考
也
。
…
…
」
と
あ
る
。

「
難
老
」、
長
寿
を
保
つ
こ
と
。
陸
雲
「
大
将
軍
宴
会
被
命
作
詩
」（『
文

選
』
詩
、
公
讌
）
に
「
天
賜
難
老
、
如
岳
之
崇
」
と
あ
る
（
大
将
軍
は
成

都
王
穎
）。

　

「
年
五
十
有
八
、
以
泰
康
十
一
年
五
月
廿
七
日
罔
」　

「
泰
康
」
＝
「
太

康
」、
西
晉
武
帝
の
元
号
。
二
八
〇
年
四
月

－

二
九
〇
年
十
二
月
。「
太
康

十
一
年
五
月
廿
七
日
」
に
つ
い
て
は
第
三
章
に
て
言
及
す
る
。「
罔
」、

「
亡
」
と
同
音
同
義
、
歿
す
、
の
意
。

　

「
以
永
平
元
年
二
月
十
九
日
、
附
葬
于
洛
之
西
南
」　

「
永
平
」、
恵
帝

の
元
号
。
二
九
一
年
正
月

－

同
年
三
月
。「
永
平
元
年
二
月
十
九
日
」
に

つ
い
て
は
第
三
章
に
て
言
及
す
る
。「
附
葬
」
＝
「
祔
葬
」、
合
葬
（
同
じ

墓
室
に
葬
る
こ
と
）、
陪
葬
（
先
塋
の
傍
ら
に
葬
る
こ
と
）。『
漢
書
』
哀

帝
紀
、
建
平
二
年
六
月
庚
申
の
条
、「
帝
太
后
丁
氏
崩
。
上
曰
、
…
…
。

昔
季
武
子
成
寝
、
杜
氏
之
殯
在
西
階
下
、
請
合
葬
而
許
之
。
附
葬
之
礼
、

自
周
興
焉
」。『
礼
記
』
喪
礼
小
記
に
「
祔
葬
者
不
筮
宅
」
と
あ
り
、
孫
希

旦
集
解
に
「
祔
葬
、
謂
葬
於
祖
之
旁
也
」
と
あ
る
。
郭
槐
墓
誌
に
「
附
葬

于
皇
夫
之
兆
」、
士
孫
松
墓
誌
に
「〔
新
婦
前
産
二
子
〕
遂
以
祔
葬
于
其
母

焉
」、
荀
岳
墓
誌
に
「
夫
人
劉
氏
、
…
…
、
四
月
十
八
日
乙
酉
附
葬
」、
石

定
墓
誌
に
「
祔
葬
于
侯
墓
之
右
次
」
と
あ
る
。「
洛
之
西
南
」、
都
洛
陽
の

西
南
。
当
時
の
都
洛
陽
（
漢
魏
洛
陽
城
）
は
現
在
の
洛
陽
市
の
東
郊
。
第

一
章
の
出
土
地
参
照
。

　

「
大
女
聟
崇
、
不
勝
感
墓
网
極
之
哀
」　

「
大
女
聟
崇
」、
長
女
の
婿
の

某
崇
。「
感
墓
」、
感
慕
。
心
に
感
じ
て
仰
ぎ
慕
う
。『
三
国
志
』
呉
書
、

陸
遜
伝
、「
嘉
禾
五
年
、〔
孫
〕
権
北
征
、
使
〔
陸
〕
遜
与
諸
葛
瑾
攻
襄
陽
、

…
…
、
若
亡
其
妻
子
者
、
即
給
衣
糧
、
厚
加
慰
労
、
発
遣
令
還
、
或
有
感

慕
相
携
而
帰
者
」。「
网
」、「
罔
」
の
原
字
、
俗
に
略
字
と
し
て
「
罓
」
に

作
る
（
二
頁
の
碑
陽
拓
本
参
照
）。「
罔
極
」、
こ
の
場
合
は
、
窮
ま
り
な

い
、
尽
き
な
い
、
の
意
。『
詩
経
』
小
雅
、
蓼
莪
、「
父
兮
生
我
、
母
兮
鞠

我
、
…
…
、
欲
報
之
徳
、
昊
天
罔
極
」、
そ
の
集
伝
、「
言
、
父
母
之
恩
如

此
、
欲
報
之
以
徳
、
而
其
恩
之
大
、
如
天
無
窮
不
知
所
以
為
報
也
」、「
罔

極
之
恩
」
の
成
句
が
あ
る
。
曹
植
「
求
通
親
親
表
」（『
三
国
志
』
魏
書
、

陳
思
王
植
伝
）、「〔
太
和
〕
五
年
、
復
上
疏
求
存
問
親
戚
、
因
致
其
意
曰
、

…
…
、
遠
慕
鹿
鳴
君
臣
之
宴
、
中
詠
常
棣
匪
他
之
誠
、
下
思
伐
木
友
生
之

義
、
終
懐
蓼
莪
罔
極
之
哀
」。
張
朗
墓
誌
の
序
に
「
哀
慕
無
窮
」、
銘
に

「
痛
慕
罔
極
」
の
類
句
が
見
え
る
。

　

「
財
立
墓
碑
、
略
紀
遺
烈
」　

「
財
」、
才
、
わ
ず
か
に
。「
墓
碑
」、
題

額
の
「
墓
碑
」
参
照
。「
略
紀
」、
お
お
よ
そ
を
し
る
す
。
こ
の
場
合
、

「
略
」
は
大
略
、
大
凡
、
の
意
。「
紀
」
は
「
記
」
に
通
じ
、
記
録
す
る
、

の
意
。
華
芳
墓
誌
の
序
に
「
凡
一
善
必
紀
、
古
人
謂
之
実
録
」、
石
定
墓

誌
に
「
刊
石
紀
終
、
俾
示
来
世
」
と
あ
る
。「
遺
烈
」、
遺
業
、
前
人
が
残

し
た
烈
節
・
風
操
。『
史
記
』
越
世
家
、「
太
史
公
曰
、
…
…
、
句
践
可
不

謂
賢
哉
、
蓋
有
禹
之
遺
烈
焉
」。『
漢
書
』
韋
賢
伝
に
「
其
（
韋
孟
）
諫
詩

曰
、
…
…
、
洋
洋
仲
尼
、
視
我
遺
烈
」
と
あ
り
、
そ
の
顔
師
古
注
に
「
烈
、

業
也
」
と
あ
る
。

　

「
其
辞
曰
」　

魏
雛
、
張
朗
、﹇
杏
園
三
四
号
墓
﹈
の
三
墓
誌
も
碑
陽
の

九
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序
の
末
尾
に
同
じ
く
「
其
辞
曰
」
と
あ
り
、
碑
陰
の
韻
文
体
の
銘

（「
辞
」）
を
導
く
。「
其
辞
曰
」
の
措
辞
は
賦
（
た
と
え
ば
、
揚
雄
「
甘
泉

賦
」）
な
ど
の
序
＋
辞
で
の
序
の
末
尾
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。「
辞
」、

韻
文
体
の
一
種
、「
秋
風
辞
」
な
ど
。

　

「
皇
霊
誕
育
、
惟
嶽
絳
猜
」　

「
皇
霊
」、
祖
先
、
天
帝
な
ど
の
意
。

「
清
和
」
の
注
の
蔡
邕
「
文
範
先
生
陳
仲
弓
銘
」
参
照
。
陸
雲
「
晉
故
散

騎
常
侍
陸
府
君
誄
」（『
陸
子
龍
文
集
』
誄
）、「
皇
霊
靡
顧
、
大
命
奄
臻
」。

「
誕
育
」、
養
育
、
生
育
、
出
生
。『
三
国
志
』
魏
書
、
后
妃
伝
、
文
昭
甄

皇
后
の
条
、「
至
於
文
昭
皇
后
膺
天
霊
符
、
誕
育
明
聖
、
…
…
」。
陸
機

「
答
賈
長
淵
詩
」（『
文
選
』
詩
、
贈
答
）
に
「
誕
育
洪
胄
、
纂
戎
于
魯
」

と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
「
毛
詩
曰
、
誕
彌
厥
月
、
毛
萇
曰
、
誕
、
大

也
」
と
あ
る
（
潘
勗
「
冊
魏
公
九
錫
文
」（『
文
選
』
冊
）、「
乃
誘
天
衷
、

誕
育
丞
相
」）。「
惟
嶽
」、「
惟
」、
維
、
こ
れ
。
発
語
の
助
字
。「
嶽
」、
岳
、

四
岳
（
東
岳
泰
山
、
西
岳
華
山
、
南
岳
衡
山
、
北
岳
恒
山
）。『
毛
詩
』
大

雅
、
崧
高
、「
崧
高
維
嶽
、
駿
極
于
天
、
維
嶽
降
神
、
生
甫
及
申
」、
孔
融

「
薦
禰
衡
表
」（『
文
選
』
表
上
）
に
「
惟
岳
降
神
、
異
人
並
出
」。「
絳
猜
」、

未
詳
。「
降
神
」
の
こ
と
か
。「
惟
嶽
」
の
注
釈
参
照
。

　

「
猗
与
夫
人
、
秉
徳
淑
清
」　

「
猗
与
」yīyú

双
声
の
賛
美
の
歎
詞
。

『
毛
詩
』
周
頌
、
潜
、「
猗
与
漆
沮
、
潜
有
多
魚
」、
そ
の
鄭
玄
箋
に
「
猗

与
、
歎
美
之
言
也
」。『
毛
詩
』
商
頌
、
那
、「
猗
与
那
与
、
置
我
鞉
鼓
」。

清
・
劉
献
廷
「
挽
韓
老
伯
母
洪
太
夫
人
詩
」、「
猗
与
太
孺
人
、
才
徳
寔
両

全
」。「
秉
徳
」、
美
徳
を
保
持
す
る
。『
尚
書
』
君
奭
、「
百
姓
王
人
、
罔

不
秉
徳
明
慎
」、『
毛
詩
』
周
頌
、
清
廟
、「
済
済
多
士
、
秉
文
之
徳
」、

『
楚
辞
』、
九
章
、
橘
頌
、「
秉
徳
無
私
、
参
天
地
兮
」、『
三
国
志
』
蜀
書
、

許
靖
伝
、「
及
即
尊
号
、
策
〔
許
〕
靖
曰
、
…
…
、
君
其
勖
哉
、
秉
徳
無

怠
、
称
朕
意
焉
」。「
淑
清
」、
こ
の
場
合
は
、
純
浄
、
清
白
の
意
。『
楚

辞
』、
厳
忌
、
哀
時
命
に
「
形
体
白
而
質
素
兮
、
中
皎
潔
而
淑
清
」
と
あ

り
、
そ
の
王
逸
注
に
「
言
、
己
自
念
形
体
潔
白
、
表
裏
如
素
、
心
中
皎
潔
、

内
有
善
性
清
明
之
質
也
」
と
あ
る
。
碑
陽
の
序
に
「
淑
質
清
和
」
と
あ
る
。

　

「
聡
朗
内
識
、
接
物
以
誠
」　

「
聡
朗
内
識
」、
郭
槐
墓
誌
に
「
聡
識
知

機
」
と
あ
る
。「
聡
朗
」、
聡
明
。
さ
と
く
あ
き
ら
か
、
聡
明
穎
悟
。『
三

国
志
』
呉
書
、
陸
胤
伝
、「
中
書
丞
華
覈
表
薦
〔
陸
〕
胤
曰
、
胤
天
資
聡

朗
、
才
通
行
潔
、
…
…
」、『
晉
書
』
列
女
伝
、
羊
耽
妻
辛
氏
の
条
、「
羊

耽
妻
辛
氏
、
…
…
、
魏
侍
中
毗
之
女
也
。
聡
朗
有
才
鑒
」、
潘
岳
「
為
楊

長
文
作
弟
仲
武
哀
祝
文
」（『
藝
文
類
聚
』
人
部
、
哀
傷
、
文
）、「
濬
哲
聡

朗
、
純
粋
温
良
」。「
内
識
」、
未
詳
。
内
面
に
見
識
を
秘
め
て
い
る
、
の

意
か
。「
内
〇
」
の
熟
語
と
し
て
、「
内
敏
」「
内
断
」（『
晉
書
』
宣
帝
紀
、

「
制
曰
、
…
…
、
其
（
宣
帝
）
雄
略
内
断
、
英
猷
外
決
」）「
内
明
」（『
晉

書
』
藝
術
伝
、
王
嘉
の
条
、「
王
嘉
、
…
…
、
軽
挙
止
、
醜
形
貌
、
外
若

不
足
、
而
聡
睿
内
明
」）、「
内
朗
」（
華
芳
墓
誌
の
銘
、「
含
章
内
朗
、
蘭

音
外
秀
」）
な
ど
が
あ
る
。「
接
物
」、
交
際
。『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
、「
教

以
慎
于
接
物
、
推
賢
進
士
為
務
」、『
三
国
志
』
呉
書
、
虞
翻
伝
、「
傾
心

接
物
、
士
卒
皆
尽
力
」。
欧
陽
脩
「
富
貴
貧
賤
説
」（『
欧
陽
脩
全
集
』
筆

説
）、「
推
誠
以
接
物
、
有
害
其
身
者
、
仁
人
不
悔
也
、
所
謂
殺
身
以
成

仁
」。

　

「
曰
仁
者
寿
、
当
享
百
齢
」　

「
仁
者
」、
情
け
あ
る
人
、
徳
行
あ
る
人
。

一
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西晉の菅洛墓誌について

『
論
語
』
に
見
え
る
。
子
罕
「
仁
者
不
憂
」、
憲
問
「
仁
者
必
有
勇
」、
雍

也
「
仁
者
楽
山
」、
里
仁
「
仁
者
安
仁
」。「
当
享
百
齢
」、
徐
義
墓
誌
の
銘

に
類
句
「
当
享
無
窮
、
永
寿
青
青
」、
張
朗
墓
誌
の
銘
に
類
句
「
宜
享
億

齢
」
が
見
え
る
。「
百
齢
」、
百
年
の
寿
命
、
長
久
の
歳
月
、
人
の
一
生
。

蔡
邕
「
翠
鳥
詩
」（『
蔡
中
郎
集
外
集
』）、「
馴
心
托
君
素
、
雌
雄
保
百
齢
」。

　

「
昊
天
不
弔
、
大
命
中
傾
」　

「
昊
天
不
弔
」、
死
者
を
哀
悼
す
る
常
套

句
。
徐
義
墓
誌
の
銘
に
も
見
え
る
。
成
晃
墓
誌
に
見
え
る
「
如
何
昊
天
」

と
同
義
。
張
朗
墓
誌
に
も
類
句
「
旻
天
不
弔
」
が
あ
る
。「
昊
天
」、
天
の

汎
称
、
そ
ら
、
天
空
、
蒼
天
。『
尚
書
』
堯
典
の
「
乃
命
羲
和
、
欽
若
昊

天
」、
そ
の
伝
に
「
昊
天
、
元
気
広
大
」。『
詩
』
周
頌
、
昊
天
有
成
命
、

「
昊
天
有
成
命
」、
そ
の
箋
に
「
昊
天
、
天
大
号
也
」。『
詩
』
小
雅
、
節
南

山
、「
不
弔
昊
天
、
不
宜
空
我
師
」
と
あ
り
、
朱
熹
集
伝
に
「
弔
、
愍
」

と
あ
り
、
蒼
天
は
憐
憫
せ
ず
、
と
い
う
の
が
本
来
の
意
。
蔡
邕
「
済
北
相

崔
君
夫
人
誄
」（『
蔡
中
郎
文
集
』
巻
九
）、「
昊
天
不
弔
、
降
此
残
殃
、

…
…
、
庶
無
永
傷
、
嗚
呼
哀
哉
」。「
大
命
中
傾
」、『
詩
経
』、
大
雅
、
蕩

に
「
曾
是
莫
聴
、
大
命
以
傾
」、
枚
乗
「
七
発
」（『
文
選
』
七
上
）
に

「
精
神
越
渫
、
百
病
咸
生
、
聡
明
眩
曜
、
悦
怒
不
平
、
久
執
不
廃
、
大
命

乃
傾
」
と
、「
大
命
〇
傾
」
と
い
う
句
が
あ
る
。「
大
命
」、
こ
の
場
合
は
、

寿
命
の
意
。「
傾
」、
こ
の
場
合
は
、
死
亡
の
意
。
唐
・
韋
璞
玉
「
京
兆
功

曹
韋
希
損
墓
誌
」（『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
唐
二
十
三
）
に
「
享
年
六
十
有

三
、
開
元
七
年
八
月
九
日
、
傾
于
新
昌
里
第
之
中
堂
」
と
あ
る
。

　

「
卜
茲
宅
窕
、
永
即
幽
冥
」　

「
卜
」、
う
ら
な
い
え
ら
ぶ
。「
茲
」、
こ

の
場
合
、「
此
」
と
同
じ
く
、
こ
の
、
の
意
。「
宅
窕
」、
本
来
は
「
宅

兆
」「
宅
垗
」
で
あ
り
、「
窕
」
字
は
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
誤
り
。
墓
地

の
意
で
、『
辞
源
』
修
訂
本
は
「
墳
墓
的
四
界
」
と
す
る
。『
孝
経
』
喪
親

章
の
「
為
之
棺
椁
衣
衾
而
挙
之
、
陳
其
簠
簋
而
哀
慼
之
、
擗
踊
哭
泣
、
哀

以
送
之
、
卜
其
宅
兆
而
安
措
之
、
…
…
」
と
あ
り
、
孔
伝
（
唐
玄
宗
注
）

に
「
宅
、
墓
穴
也
、
兆
、
塋
域
也
」
と
あ
る
。
宅
地
の
吉
凶
を
占
い
選
ぶ

こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
り
、「
卜
某
宅
兆
」
と
い
う
表
現
が
成
句
化
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
永
」、
永
遠
に
、
と
わ
に
。「
即
」、
こ
の
場
合
は
、

や
ど
る
。「
䆩
」
は
「
冥
」
の
古
字
。「
幽
冥
」、
冥
土
、
よ
み
じ
。
曹
植

「
王
仲
宣
誄
」（『
文
選
』
誄
上
）
に
「
嗟
乎
夫
子
、
永
安
幽
冥
、
人
誰
不

没
、
達
士
徇
名
」
と
あ
り
、
そ
の
呂
向
注
に
「
幽
冥
、
地
下
也
」
と
あ
る
。

「
冀
州
従
事
郭
君
碑
」（『
隷
続
』
巻
十
九
）
の
「
悼
君
短
折
、
永
帰
幽

冥
」
な
ど
、「
永
安
（
帰
、
即
）
幽
冥
」
と
い
う
定
型
句
が
存
す
る
。
徐

義
墓
誌
に
「
長
幽
冥
冥
」
と
あ
る
。

　

「
遺
孤
号
咷
、
姻
族
涕
零
」　

「
遺
孤
号
咷
」、
張
朗
墓
誌
に
類
句
「
孤

弱
呺
摧
」
が
、
そ
の
序
で
あ
る
が
、
見
え
る
。「
遺
孤
」、
残
さ
れ
た
孤
児
。

『
三
国
志
』
魏
書
、
崔
琰
伝
、「
及
〔
崔
〕
琰
友
人
公
孫
方
・
宋
階
早
卒
、

琰
撫
其
遺
孤
、
恩
若
己
子
」。「
号
咷
」、
な
き
さ
け
ぶ
。『
周
易
』
同
人
、

「
九
五
、
同
人
先
号
咷
而
後
笑
、
大
師
克
、
相
遇
」、
曹
植
「
文
帝
誄
」

（『
三
国
志
』
魏
書
、
文
帝
紀
、
裴
注
）、「
顧
皇
嗣
之
号
咷
兮
、
存
臨
者
之

悲
声
」、『
三
国
志
』
蜀
書
、
先
主
伝
、「〔
諸
葛
〕
亮
上
言
於
後
主
曰
、
伏

惟
、
大
行
皇
帝
邁
仁
樹
徳
、
覆
燾
無
疆
、
昊
天
不
弔
、
寝
疾
弥
留
、
今
月

二
十
四
日
奄
忽
升
遐
、
臣
妾
号
咷
、
若
喪
考
妣
」。
徐
義
墓
誌
の
序
に

「
皇
后
追
念
、
号
咷
不
自
堪
勝
」、
銘
に
「
号
咷
割
剥
、
崩
砕
五
情
」
と
あ
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西晉の菅洛墓誌について

る
。「
姻
族
」、
姻
戚
。
碑
陽
の
序
に
既
出
。「
涕
零
」、
涙
が
落
ち
る
。

『
毛
詩
』
小
雅
、
小
明
、「
念
彼
共
人
、
涕
零
如
雨
、
豈
不
懐
帰
、
畏
此
罪

罟
」。

　

「
千
秋
万
歳
、
何
時
復
形
」　

徐
義
墓
誌
に
つ
づ
め
た
類
句
「
千
秋
豈

生
」
が
見
え
る
。「
千
秋
万
歳
」、
千
年
万
年
。
非
常
に
長
い
年
月
。「
千

秋
万
古
」
と
同
義
。
長
寿
を
祝
う
句
に
も
転
用
。『
韓
非
子
』
顕
学
、「
今

巫
祝
之
祝
人
曰
、
使
若
千
秋
万
秋
（
歳
）、
千
歳
（
秋
）
万
歳
之
声
括
耳
、

而
一
日
之
寿
無
徴
於
人
、
此
人
所
以
簡
巫
祝
也
」。「
何
時
復
形
」、
反
語
。

「
形
」、
こ
の
場
合
、
あ
ら
わ
れ
る
、
の
意
。『
毛
詩
』
大
序
、「
情
動
於
中
、

而
形
於
言
」、『
礼
記
』
大
学
、「
此
謂
誠
於
中
、
形
於
外
、
故
君
子
必
慎

其
独
也
」、
曹
植
「
洛
神
賦
」（『
文
選
』
賦
、
情
）、「
冀
霊
体
之
復
形
」。

　

「
嗚
呼
哀
哉
」　

誄
な
ど
の
末
尾
の
常
套
語
。
成
晃
墓
誌
の
碑
陽
の
序

の
末
尾
に
も
同
句
「
嗚
呼
哀
哉
」
が
見
え
る
。「
嗚
呼
」、
あ
あ
、
嘆
息
の

声
。『
礼
記
』
檀
弓
上
、「
魯
哀
公
誄
孔
丘
曰
、
天
不
遺
耆
老
、
莫
相
予
位

焉
、
嗚
呼
哀
哉
、
尼
父
」、『
左
伝
』
哀
公
十
六
年
、「
夏
四
月
己
丑
、
孔

丘
卒
。
公
誄
之
曰
、
旻
天
不
弔
、
不
憖
遺
一
老
、
俾
屏
余
一
人
以
在
位
、

煢
煢
余
在
疚
、
嗚
呼
哀
哉
尼
父
、
無
自
律
」。「
昊
天
不
弔
」
の
注
釈
の
蔡

邕
「
済
北
相
崔
君
夫
人
誄
」
参
照
。

第
三
章　

特　
　

徴

　

西
晉
の
墓
誌
は
、

A 

現
住
地
で
の
「
假
葬
」（
本
籍
地
で
の
「
旧
墓
」
に
対
し
て
）

B 

洛
陽
近
郊
、〔
帝
陵
へ
の
〕
広
義
の
附
葬

C　

〔
帝
陵
へ
の
〕
狭
義
の
附
葬
、
下
賜
さ
れ
た
「
墓
田
」

D 

帝
陵
の
陵
園
内

と
い
う
、
西
晉
に
お
け
る
帝
陵
を
中
心
に
し
た
四
重
の
同
心
円
で
の
墓
誌
を
と

も
な
う
墳
墓
の
位
置
で
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
菅
洛
墓
誌
の
場

合
は
B
に
属
す
。

　

ち
な
み
に
、

A
は
北
京
市
出
土
の
華
芳
墓
誌
な
ど

B
は
成
晃
墓
誌
・
張
朗
墓
誌
な
ど
西
晉
の
墓
誌
の
大
半

C
は 

恵
帝
か
ら
文
帝
（
司
馬
昭
）
の
崇
陽
陵
の
近
傍
に
墓
田
を
賜
っ
た
荀

岳
の
墓
誌

D
は
武
帝
の
峻
陽
陵
の
陵
園
内
に
陪
葬
さ
れ
た
左
棻
の
墓
誌

で
あ
る
（﹇
福
原
一
九
九
三
﹈﹇
福
原
二
〇
一
〇
﹈
と
﹇
福
原
二
〇
一
三
﹈
第
三

章
参
照
）。

　

そ
の
特
徴
と
し
て
、
①
墓
誌
一
般
、
②
西
晉
独
特
の
小
型
の
碑
形
の
墓
誌

（「
墓
誌
碑
」）、
③
暈
と
龍
頭
を
有
す
る
円
首
で
、
題
が
「
墓
碑
」
も
し
く
は

「
碑
」、
銘
が
「
辞
」
で
あ
る
、
よ
り
漢
碑
の
主
流
に
近
い
、
無
名
の
人
の
墓
誌
、

④
菅
洛
墓
誌
独
自
、
と
い
う
四
層
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
り
、
菅
洛
墓
誌
の
場
合
、
原
石
の
材
質
は
石
で
あ
り
（
①
）、
ず
っ

と
地
中
に
あ
っ
た
の
で
状
態
は
完
好
で
あ
り
（
①
、﹇
郭
玉
堂
・
王
広
慶
一
九

四
一
﹈
参
照
。
そ
の
点
、
地
上
に
立
て
ら
れ
、
風
雨
に
晒
さ
れ
る
墓
碑
と
は
対

照
的
で
あ
る
）、
形
体
は
小
型
の
碑
形
で
あ
り
（
②
）、
円
首
で
暈
と
龍
頭
の
浮

彫
り
を
刻
し
、
そ
の
点
で
は
、
菅
洛
墓
誌
・
張
朗
墓
誌
と
共
通
す
る
（
③
）。
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墓
室
内
に
立
て
ら
れ
て
い
た
（
②
）
状
況
証
拠
と
し
て
、
碑
形
や
そ
の
碑
陰
・

碑
陽
両
面
の
刻
文
な
ど
が
あ
る
（
方
趺
と
枘
に
つ
い
て
は
未
詳
）。
刻
文
の
書

体
は
八
分
か
ら
楷
書
へ
の
間
の
過
渡
的
な
書
体
で
あ
る
晉
隷
で
あ
る
（
②
）

（﹇
福
原
二
〇
一
三
﹈
第
三
章
参
照
）。

　

刻
文
に
関
し
て
は
、
す
で
に
、
第
一
章
に
て
記
し
た
よ
う
に
、
碑
陽
と
碑
陰

両
面
に
、
前
者
に
題
と
序
、
後
者
に
銘
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

碑
陽
の
題
は
、
拓
本
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
円
首
の
頭
部
の
暈
に
囲
ま
れ

る
よ
う
に
位
置
す
る
題
額
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
、
成
晃
墓
誌
、
張
朗
墓
誌
と

共
通
し
（
魏
雛
墓
誌
も
円
首
に
題
額
を
有
す
る
が
、
暈
に
囲
ま
れ
て
い
な
い
）、

た
と
え
ば
、
郭
槐
墓
誌
（
圭
首
）、
徐
義
墓
誌
（
圭
首
）、
荀
岳
墓
誌
（
圭
首
）、

華
芳
墓
誌
（
方
首
、
二
行
に
わ
た
る
）
な
ど
の
題
が
碑
身
の
第
一
行
に
刻
さ
れ

て
い
る
の
と
は
異
な
る
。
菅
洛
の
題
額
十
五
字
（
三
行
、
行
ご
と
に
五
字
）

「
晉
待
詔
中
郎
／
将
徐
君
夫
人
／
菅
氏
之
墓
碑
」
の
構
成
は
、
王
朝
名
＋
夫
の

官
職
名
＋
夫
の
姓
氏
と
敬
称
＋
「
夫
人
」
＋
被
葬
者
の
姓
氏
＋
「
之
」
＋
「
墓

碑
」
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
西
晉
の
同
じ
既
婚
女
性
の
墓
誌
で
あ
る
華
芳
墓
誌

の
題
「
晉
使
持
節
侍
中
都
督
幽
州
諸
軍
事
領
護
烏
丸
校
尉
幽
州
刺
史
驃
騎
大
将

軍
博
陵
公
大
原
晉
陽
王
公
故
夫
人
平
原
華
氏
之
銘
」
の
構
成
と
共
通
す
る
。

　

碑
陽
の
序
、
一
六
一
字
（
十
一
行
、
行
ご
と
に
十
六
字
、
初
行
は
十
五
字
、

末
行
は
二
字
）、
そ
の
内
容
は
、
菅
洛
（「
夫
人
」）
の
諱
・
字
、
本
貫
郡
（
県

以
下
は
記
さ
ず
）、
美
質
（「
淑
質
清
和
、
恭
誠
朗
識
」）、
十
七
歳
で
の
徐
氏

（
本
貫
に
関
し
て
は
記
さ
ず
）
の
家
へ
の
嫁
入
り
、
四
十
一
年
間
に
わ
た
る
姑

舅
と
夫
へ
の
奉
仕
、
そ
の
婦
徳
と
そ
れ
に
対
す
る
姻
戚
・
父
方
の
親
族
の
高
い

評
価
、
そ
れ
故
に
長
寿
へ
の
期
待
、
享
年
（
五
十
八
歳
）、
歿
年
月
日
（
太
康

十
一
年
五
月
二
十
七
日
）、
附
葬
年
月
日
（
永
平
元
年
二
月
十
九
日
）
と
葬
地

（「
洛
之
西
南
」）、
娘
婿
某
崇
（「
大
女
聟
崇
」）
の
墓
碑
建
立
（
墳
墓
の
造
営

も
）
の
経
緯
、
碑
陰
の
銘
を
導
く
措
辞
（「
其
辞
曰
」）、
以
上
で
あ
る
。

　

碑
陰
の
銘
、
六
十
八
字
（
七
行
、
行
ご
と
に
十
字
、
末
行
の
み
八
字
）、

「
猜
」「
清
」「
誠
」「
齢
」「
傾
」「
冥
」「
零
」「
形
」
の
押
韻
の
韻
文
体
、
そ
の

内
容
は
、
美
辞
（「
皇
霊
誕
育
、
惟
嶽
絳
猜
」）、
菅
洛
（「
夫
人
」）
の
美
質

（「
秉
徳
淑
清
、
聡
朗
内
識
、
接
物
以
誠
」）、
そ
れ
故
の
長
寿
へ
の
期
待
、
逝
去
、

墓
地
の
選
定
と
永
遠
の
冥
界
で
の
や
ど
り
、
遺
族
の
悲
し
み
、
永
遠
に
現
れ
な

い
こ
と
、
哀
し
み
の
表
現
。
以
上
で
あ
る
。
誄
や
墓
誌
の
常
套
句
「
昊
天
不

弔
」「
嗚
呼
哀
哉
」、
そ
れ
に
準
ず
る
「
当
享
百
齢
」「
大
命
中
傾
」「
永
即
幽

冥
」「
遺
孤
号
咷
、
姻
族
涕
零
」「
千
秋
万
歳
、
何
時
復
形
」
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。

　

題
・
序
・
銘
す
べ
て
に
見
え
る
語
彙
は
、
菅
洛
に
対
す
る
敬
称
「
夫
人
」
の

み
で
あ
り
（
序
で
は
二
箇
所
）、
題
と
序
に
見
え
る
の
は
「
墓
碑
」、
序
と
銘
に

見
え
る
の
は
「
姻
族
」
で
あ
る
。

　

碑
陽
の
序
に
「
年
五
十
有
八
、
以
泰
康
十
一
年
五
月
廿
七
日
罔
、
以
永
平
元

年
二
月
十
九
日
附
葬
于
洛
之
西
南
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
間
の
元
号
の
変
遷

を
整
理
し
て
お
く
と
、
二
八
〇
年
四
月
、
孫
呉
平
定
に
よ
る
統
一
の
実
現
に
と

も
な
う
改
元
に
よ
り
始
ま
っ
た
「
太
康
」
が
二
八
九
年
十
二
月
ま
で
続
き
、
翌

二
九
〇
年
正
月
に
「
太
熙
」
に
改
元
し
た
が
、
同
年
四
月
の
武
帝
の
崩
御
、
恵

帝
の
即
位
に
と
も
な
い
、「
永
熙
」
に
改
元
、
翌
二
九
一
年
正
月
、
踰
年
改
元

と
し
て
、
改
め
て
「
永
平
」
に
改
元
し
た
が
、
同
年
三
月
、
楊
駿
誅
殺
に
と
も

な
い
、「
元
康
」
に
改
元
、
二
九
九
年
十
二
月
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。
こ
の
元

一
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号
の
変
遷
に
従
う
な
ら
ば
、「
泰
康
（
太
康
）
十
一
年
」
五
月
は
「
永
熙
元

年
」
五
月
と
称
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
泰
康
（
太
康
）」
を
そ
の

ま
ま
、
使
い
続
け
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
政
局
と
擦
り
あ
わ

せ
る
な
ら
ば
、
菅
洛
の
歿
日
と
葬
日
は
い
ず
れ
も
、
武
帝
の
崩
御
、
恵
帝
の
即

位
か
ら
楊
駿
誅
殺
の
間
、
す
な
わ
ち
、
外
戚
の
楊
駿
に
よ
る
専
権
の
時
期
で
あ

り
、
広
義
の
八
王
の
乱
前
夜
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
成
晃
墓
誌
の

被
葬
者
の
成
晃
の
歿
日
が
元
康
元
年
（
二
九
一
）
七
月
十
六
日
で
あ
り
、
菅
洛

の
歿
日
の
一
年
余
り
後
、
菅
洛
の
葬
日
の
五
か
月
後
の
こ
と
で
あ
る
（﹇
福
原

二
〇
一
三
﹈
参
照
）。
両
者
の
類
似
性
に
つ
い
て
、
上
田
早
苗
は
「
し
か
も
同

じ
洛
陽
出
土
の
碑
で
あ
る
。
両
碑
は
、
法
式
・
寸
法
、
碑
首
の
意
匠
及
び
碑
身

に
お
け
る
八
分
の
結
構
な
ど
、
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
」
と
指
摘
す
る

（﹇
平
凡
社
一
九
八
六
﹈）。

　

つ
ぎ
に
、
刻
文
、
碑
陽
の
題
額
と
序
に
登
場
す
る
人
物
の
情
報
を
整
理
す
る

と
、

氏

諱

字

本
貫

官
職

被
葬
者

菅
（
管
）

洛

勝

代
郡

夫

徐

待
詔
中
郎
将

長
女

〔
徐
〕

娘
婿

崇

以
上
、
四
名
の
み
で
、
こ
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
夫
・
長

女
・
娘
婿
の
基
本
的
な
情
報
が
缺
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
夫
「
徐
君
」
の
場

合
、
諱
・
字
や
本
貫
の
情
報
を
缺
く
。

　

被
葬
者
菅
洛
の
場
合
、
ま
ず
、「
菅
」
か
、
あ
る
い
は
「
管
」
か
、
そ
の
姓

氏
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
拓
本
を
見
る
限
り
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
菅
」
で

あ
る
。
た
だ
、「
菅
」
と
「
管
」
は
通
用
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
菅
洛

墓
誌
の
碑
陽
の
序
に
は
、
竹
冠
の
字
が
二
つ
、「
節
」（
四
行
目
）「
等
」（
七
行

目
）
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
「
等
」
は
草
冠
で
刻
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
し
か
も
、
た

と
え
ば
、
林
宝
『
元
和
姓
纂
』
上
声
、
緩
に
「
管
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、

「
菅
」
は
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
張
撝
之
他
編
『
中
国
歴
代
人
名
大
辞
典
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
に
は
、
姓
氏
が
「
管
」
の
人
名
は
収
載
さ
れ

て
い
る
が
、「
菅
」
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
れ
故
で
あ
ろ
う
か
、
羅
振
玉
（﹇
羅
振

玉
一
九
四
一
﹈﹇
羅
振
玉
一
九
四
二
﹈）・
趙
万
里
（﹇
趙
万
里
一
九
五
六
﹈）
ら

は
「
管
」
と
読
み
換
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
陝
西
省
博
物
館
（
李
域

錚
・
趙
敏
生
）（﹇
陝
西
省
博
物
館
一
九
八
八
﹈）
は
そ
の
ま
ま
「
菅
」
と
解
釈

す
る
。
以
上
、「
管
」
の
可
能
性
が
き
わ
め
て
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
拙
稿
で
は
、
一
応
、「
菅
」
で
も
っ
て
表
記
す
る
。

　

菅
洛
は
、「
年
五
十
有
八
、
以
泰
康
十
一
年
五
月
廿
七
日
罔
」
か
ら
計
算
す

る
な
ら
ば
、
曹
魏
の
明
帝
の
青
龍
元
年
（
二
三
三
）、
つ
ま
り
諸
葛
亮
が
歿
す

る
前
年
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
「
年
有
十
七
始
適
徐
氏
」「
自
始

及
終
卌
一
年
」
を
入
れ
る
と
、
曹
魏
の
廃
帝
（
斉
王
曹
芳
）
の
嘉
平
元
年
（
二

四
九
）、
つ
ま
り
司
馬
懿
の
対
曹
爽
ク
ー
デ
タ
ー
断
行
の
年
に
嫁
い
で
お
り
、

菅
洛
は
曹
魏
・
西
晉
両
王
朝
に
わ
た
り
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
菅
洛
の
実
家
で
あ
る
代
郡
の
菅
氏
（
あ
る
い
は
管
氏
）
に
つ
い
て
は
、

矢
野
主
税
編
著
『
改
訂
魏
晉
百
官
世
系
表
』﹇
矢
野
一
九
七
一
﹈
に
は
掲
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、
少
な
く
と
も
、
魏
晉
当
時
の
貴
族
制
社
会
の
上
級
に
位
置
す
る

名
族
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
菅
洛
が
嫁
い
だ
徐
氏
は
、
本
貫
が
未
詳
で
あ
る
の
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
代
郡
菅
氏
（
管
氏
）
と
の
通
婚
関
係
か
ら
、
名
族
の
可
能
性

は
低
く
、
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
都
洛
陽
在
住
で
あ
り
、
墓
室
を
有
す
る
墳
墓

を
造
営
す
る
財
力
が
あ
り
、
し
か
も
、
徐
某
の
肩
書
と
し
て
「
待
詔
中
郎
将
」

を
有
し
て
い
る
点
、
同
類
の
墓
誌
の
成
晃
や
張
朗
と
同
様
に
、
寒
門
・
寒
人
層

で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。

　

夫
の
徐
某
に
関
す
る
情
報
は
少
な
く
、
影
が
薄
い
。
題
額
に
「
待
詔
中
郎

将
」
と
そ
の
肩
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
処
士
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示

す
の
み
で
あ
ろ
う
か
。
序
で
は
「
接
事
夫
主
」
と
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
、
菅

洛
の
「
接
事
」
の
対
象
と
し
て
「
夫
主
」
が
出
て
く
る
。
ち
な
み
に
、
序
に

「
附
葬
于
洛
之
西
南
」
と
あ
る
が
、
銘
に
「
卜
茲
宅
窕
」
と
あ
り
、
夫
婦
が
合

葬
さ
れ
た
か
否
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

「
大
女
聟
」（
長
女
の
夫
）
が
墓
誌
を
作
成
し
て
い
る
点
（「
…
…
、
附
葬
于

洛
之
西
南
。
大
女
聟
嘗
不
勝
感
墓
（
慕
）
网
（
罔
）
極
之
哀
、
財
（
才
）
立
墓

碑
、
略
紀
遺
烈
」）、「
大
女
夫
河
間
東
郷
訓
」、
成
晃
の
長
女
の
夫
、
つ
ま
り
娘

婿
の
東
郷
訓
が
墓
誌
を
作
成
し
、
お
そ
ら
く
は
、
葬
儀
を
主
催
し
た
の
で
あ
ろ

う
成
晃
墓
誌
と
は
、
男
子
が
い
な
い
と
い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
（
注
1
、

﹇
趙
万
里
一
九
五
六
﹈、
趙
振
華
「
洛
陽
出
土
墓
誌
撰
文
書
丹
鐫
刻
者
及
其
書
藝

研
究
」（﹇
趙
振
華
二
〇
〇
九
﹈
所
収
）
参
照
）、
ま
た
、
兄
の
次
子
が
祭
祠
を

つ
か
さ
ど
る
こ
と
を
刻
し
た
左
棻
墓
誌
や
「
庶
子
」
の
石
恭
が
葬
儀
を
執
り

行
っ
た
石
尠
墓
誌
と
も
、
本
来
被
葬
者
の
喪
祭
の
礼
を
つ
か
さ
ど
る
べ
き
嫡
子

を
缺
い
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
特
殊
な
場
合
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
墓
誌
が
作
成
さ
れ
、
祭
祠
を
つ
か
さ
ど
る
者
が
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
（﹇
福
原
一
九
九
三
﹈
参
照
）。

　

な
お
、
墓
誌
に
つ
い
て
は
真
刻
か
偽
刻
か
（
あ
る
い
は
疑
刻
）
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
菅
洛
墓
誌
の
場
合
、
偽
刻
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

学
術
発
掘
で
は
な
い
が
、
出
土
状
況
が
比
較
的
に
具
体
的
に
わ
か
る
か
ら
で
あ

り
（
第
一
章
の
﹇
郭
玉
堂
・
王
広
慶
一
九
四
一
﹈）、
そ
れ
以
上
に
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
検
討
し
て
き
た
が
、
直
接
に
、
積
極
的
に
偽
刻
を
示
す
事
実
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。

お　

わ　

り　

に

　

小
論
で
は
、
一
九
三
〇
年
（
民
国
十
九
年
）
に
洛
陽
で
出
土
し
、
鴛
鴦
七
誌

斎
を
経
て
、
現
在
は
西
安
碑
林
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
西
晉
の
菅
洛
墓
誌

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　

こ
の
菅
洛
墓
誌
は
、
西
晉
の
墓
誌
の
大
半
と
同
様
に
、
洛
陽
近
郊
、〔
帝
陵

へ
の
〕
広
義
の
附
葬
の
墳
墓
か
ら
出
土
し
た
墓
誌
で
あ
り
、
西
晉
の
墓
誌
に
多

い
、
小
型
の
碑
形
の
墓
誌
（「
墓
誌
碑
」）
の
一
つ
で
あ
り
（
②
）、
さ
ら
に
そ

の
中
に
存
在
す
る
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
、
一
つ
は
暈
と
龍
頭
を
も
つ
円
首
の
墓
誌

で
、
題
が
「
墓
碑
」
も
し
く
は
「
碑
」、
銘
が
「
辞
」
の
グ
ル
ー
プ
、
つ
ま
り

よ
り
漢
碑
の
主
流
に
近
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
圭
首
も
し
く
は
方

一
五
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首
の
墓
誌
で
、
題
が
「
墓
」
も
し
く
は
「
銘
」、
銘
が
「
頌
」
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
が
、
成
晃
墓
誌
、
張
朗
墓
誌
と
と
も
に
前
者
に
属
す
（
③
）。

　

菅
洛
墓
誌
の
刻
文
は
表
裏
両
面
に
わ
た
っ
て
お
り
、
碑
陽
に
題
（
題
額
）
と

序
、
碑
陰
に
銘
（
韻
文
体
。「
辞
」）
が
刻
さ
れ
、
字
数
は
計
二
四
四
字
、
書
体

は
晉
隷
で
あ
る
。

　

序
に
よ
る
と
、
菅
洛
は
二
九
〇
年
に
歿
し
、
翌
二
九
一
年
に
葬
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
が
、
ち
ょ
う
ど
、
外
戚
の
楊
駿
が
専
権
を
振
る
っ
て
い
た
時
期
、

広
義
の
八
王
の
乱
前
夜
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

　

題
と
序
に
登
場
す
る
具
体
的
な
人
物
は
、
被
葬
者
で
あ
る
菅
洛
（
あ
る
い
は

管
洛
。
字
は
勝
。
代
郡
出
身
）、
そ
の
夫
徐
氏
（
待
詔
中
郎
将
）、
そ
の
長
女

（〔
徐
〕
氏
）、
娘
婿
の
某
崇
、
以
上
の
四
名
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
墓
誌
の

作
成
が
娘
婿
と
い
う
点
、
成
晃
墓
誌
と
共
通
す
る
。

　

代
郡
の
菅
氏
（
あ
る
い
は
管
氏
）
は
、
当
時
の
名
族
で
は
な
く
、
徐
氏
も
名

族
の
可
能
性
は
低
い
。
が
、
庶
民
で
は
な
く
、
同
類
の
墓
誌
の
成
晃
や
張
朗
と

同
様
に
、
寒
門
・
寒
人
層
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。

　

次
な
る
課
題
は
、
す
で
に
初
歩
的
な
検
討
を
試
み
て
い
る
が
（「
は
じ
め

に
」
参
照
）、
こ
の
菅
洛
墓
誌
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
親
近
性
が
あ
る
張

朗
墓
誌
の
検
討
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
菅
洛
墓
誌
、
成
晃
墓

誌
、
張
朗
墓
誌
を
比
較
検
討
し
（
注
8
参
照
）、
と
く
に
そ
れ
ら
に
共
通
す
る

被
葬
者
が
属
す
る
階
層
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
何
故
な
ら
ば
、
西
晉
王

朝
下
の
貴
族
制
社
会
に
お
い
て
、
菅
洛
、
成
晃
、
張
朗
ら
は
、
お
そ
ら
く
は
寒

門
・
寒
人
層
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
都
の
洛
陽
に
居
住
し
、
し
か
も
墳
墓
造

営
の
財
力
と
墓
誌
作
成
の
知
識
を
有
す
る
社
会
勢
力
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
、
当
利
里
社
残
碑
の
題
名
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
人

物
群
と
も
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
寒
門
・
寒
人
層
に
関
し
て
は
情
報
が

少
な
く
、
そ
れ
故
に
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（﹇
福
原
二
〇
一
三
﹈

「
お
わ
り
に
」
参
照
）。

一
六

《
注
》

（
1
）『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
釈
』﹇
趙
万
里
一
九
五
六
﹈
巻
一
、
晉
、「
徐
夫

人
菅
洛
碑
並
陰　

永
平
元
年
二
月
十
九
日　

碑
高
58
厘
米
、
広
24
・
4
厘

米
。
十
一
行
、
行
十
六
字
。
碑
陰
七
行
、
行
十
字
。
額
題
「
晉
待
詔
中
郎

将
徐
君
夫
人
菅
氏
之
墓
碑
」
十
五
字
。
倶
分
書
。
出
洛
陽
。
碑
為
夫
人
女

聟
崇
所
立
、
与
成
晃
碑
為
女
夫
河
間
東
郷
訓
立
同
例
。
隷
釈
十
二
有
郭
輔

碑
、
為
季
女
明
文
所
立
。
至
婿
為
妻
之
父
母
立
碑
、
故
書
未
載
、
僅
此
二

見
耳
。
夫
人
泰
康
十
一
年
五
月
廿
七
日
罔
。
罔
即
亡
字
。
広
雅
釈
訓
「
鞅

罔
無
頼
也
」、
王
念
孫
疏
証
引
方
言
「
央
亡
獪
也
、
江
湘
間
或
謂
之
無

頼
」
以
釈
之
、
即
其
証
。
案
是
年
正
月
改
元
太
熙
、
四
月
恵
帝
即
位
改
元

永
熙
、
碑
仍
旧
号
、
亦
一
失
也
」。

（
2
）
陝
西
省
博
物
館
『
西
安
碑
林
書
法
藝
術
』
増
訂
版
﹇
陝
西
省
博
物
館
一

九
八
八
﹈、「
菅
氏
夫
人
墓
碑　

時
代　

西
晉　

永
平
元
年
（
公
元
二
九
一

年
）」
書
体　

隷
書　

碑
高
九
五
厘
米
（
マ
マ
）、
碑
陰
幷
陽
都
刻
文
字
、

正
面
十
一
行
、
行
十
六
字
。
陰
面
刻
文
七
行
、
行
十
字
。
碑
頭
為
円
首
形
、

上
刻
三
条
弧
形
暈
綫
、
辺
暈
下
端
刻
有
簡
単
的
螭
首
形
状
、
当
系
由
漢
碑

形
制
蛻
変
而
来
。
在
円
首
形
的
碑
額
内
刻
「
晉
待
詔
中
郎
将
徐
君
夫
人
菅

氏
墓
碑
（
マ
マ
）」。
碑
身
正
面
刻
有
死
者
行
状
、
葬
地
年
月
。
碑
陰
刻
銘

文
。
属
碑
形
墓
志
。
当
時
厳
禁
立
碑
、
…
…
。
這
是
魏
晉
間
碑
刻
遺
存
甚

少
的
主
要
原
因
。
但
悼
念
表
彰
死
者
習
俗
深
入
人
心
、
不
能
立
碑
而
想
法

制
作
小
型
墓
碑
記
埋
于
墓
中
、
菅
氏
夫
人
墓
碑
幷
陰
即
是
一
例
。
由
這
些

小
型
墓
碑
、
后
逐
漸
演
変
成
墓
志
形
式
。
因
此
、
可
説
這
塊
墓
碑
是
碑
碣

与
墓
志
中
間
的
過
渡
式
様
、
為
我
們
研
究
碑
志
的
演
変
過
程
、
提
供
了
参
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一
七

考
資
料
。　

現
存
陝
西
省
博
物
館
」。「
西
安
碑
林
蔵
石
細
目
」
碑
石
、

「
編
号
1　

蔵
石
編
号1200　

名
称　

菅
夫
人
氏
墓
碑　

時
代　

晉
永
平

元
年
（291

年
）
出
土
年
月
地
点　

一
九
三
〇
年
洛
陽
北
門
外
、
后
坑
村

出
土
。
一
九
四
九
年
前
陝
西
省
歴
史
博
物
館
交　

書
体 

隷
書　

備
注　

竪
形
、
円
首
、
有
暈
綫
、
両
面
刻
文
59
×
25
厘
米
」

（
3
）
王
壮
弘
・
馬
成
名
編
著
『
六
朝
墓
誌
検
要
』
修
訂
本
﹇
王
壮
弘
・
馬
成

名
二
〇
〇
八
﹈、
晉
、「
中
郎
将
徐
君
夫
人
管
洛
碑
並
陰　

永
平
元
年
二
月

十
九
日
（
二
九
一
年
）
名
曰
碑
実
墓
誌
也
。
高
五
十
八
、
広
二
十
四
点
四

釐
米
。
有
額
三
行
、
行
五
字
。
文
十
一
行
、
行
十
六
字
。
陰
七
行
、
行
十

字
。
隷
書
。
一
九
三
〇
年
在
洛
陽
城
北
門
外
後
坑
村
出
土
。
帰
三
原
于
右

任
。
今
存
西
安
碑
林
。
…
…
」。

（
4
）
そ
の
他
の
解
題
と
し
て
、﹇
張
彦
生
一
九
八
四
﹈「
晉
管
洛
墓
志　

隷
書
、

十
一
行
、
行
十
六
字
。
額
隷
書
三
行
、
行
五
字
。
陰
題
名
七
行
。
大
女
婿

崇
撰
。　

晉
永
平
元
年
二
月
廿
九
日
（
マ
マ
）。　

碑
形
小
石
、
民
国
十

九
年
河
南
洛
陽
城
北
后
坑
出
土
」、﹇
北
京
図
書
館
金
石
組
一
九
八
九
﹈

「
徐
君
妻
管
洛
墓
碑
誌
11　

晉
永
平
元
年
（291
）
二
月
十
九
日
葬
。
一
九

三
〇
年
出
土
於
河
南
洛
陽
。
拓
片
均
高
58
厘
米
、
寛
24
厘
米
。
隷
書
。
此

拓
為
北
京
図
書
館
旧
蔵
本
」。﹇
綫
装
書
局
二
〇
〇
六
﹈「
墓
志　

序
号
6
、

蔵
石
編
号1200　

名
称　

徐
君
夫
人
菅
洛
墓
碑　

時
代　

西
晉
永
平
元

年
（291

）
二
月
十
九
日　

形
制
尺
寸
（
単
位
：
厘
米
）　

円
首
碑
形
、
高

59
・
5
、
寛
25　

書
体　

隷　

行
、
字
数　

陽
面
11
行
、
満
行
16
字
、
陰

面
7
行
、
満
行
10
字　

蓋
題　

額
題
〝
晉
待
詔
中
郎
将
徐
君
夫
人
菅
氏
之

墓
碑
〞（
篆
（
マ
マ
））
出
土
時
、
地
与
入
蔵
時
間　

1930

年
洛
陽
城
北

門
外
后
坑
村
出
土
、1938

年
于
右
任
捐
蔵
西
安
碑
林　

《
全
集
》
所
見

函
・
巻
・
頁
數　

6/59/11　

著
録　

《
南
北
朝
》

－

4
」。

　

 

　

目
録
と
し
て
は
、﹇
羅
振
玉
一
九
四
二
﹈「
徐
君
夫
人
管
氏
墓
碑
並
陰
永

平
元
年
二
月
十
九
日
」。

　

 

　

洛
陽
出
土
西
晉
墓
誌
に
つ
い
て
、
趙
振
華
「
洛
陽
地
下
墓
誌
的
発
現
流

徙
与
収
蔵
著
録
研
究
」（﹇
趙
振
華
二
〇
〇
九
﹈
所
収
）
参
照
。

（
5
）﹇
郭
培
育
・
郭
培
智
二
〇
〇
五
﹈
で
は
「
晉
待
詔
中
郎
将
徐
君
夫
人
管

氏
（
洛
）
之
墓
碑　

永
平
元
年
二
月
十
九
日　

民
国
十
九
年
（
一
九
三
〇

年
）
陰
暦
六
月
、
洛
陽
城
北
門
外
後
坑
村
出
土
。
隷
書
、
表
裏
刻
字
。
正

文
十
一
行
、
行
十
六
字
、
碑
陰
七
行
、
行
十
字
。
出
土
後
郷
人
以
六
百
元

售
出
、
復
以
千
二
百
元
帰
陝
西
三
原
于
右
任
先
生
鴛
鴦
七
誌
斎
。（
横
線

部
が
異
な
る
箇
所
）。

（
6
）﹇
路
遠
一
九
九
八
﹈
の
西
安
碑
林
管
理
委
員
会
民
国
二
十
七
年
十
二
月

編
「
西
安
碑
林
碑
石
目
録
（
一
）」
に
よ
る
と
、
第
八
〔
陳
列
〕
室
（
東

辺
第
一
室
）
に
収
め
ら
れ
た
晉
代
の
碑
石
と
し
て
、「
張
永
昌
神
柩
」「
夫

人
趙
氏
志
」「
永
安
侯
墓
石
」
と
と
も
に
「
夫
人
菅
氏
志
」（
両
面
）
が

載
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
鴛
鴦
七
誌
斎
の
墓
誌
は
日
中
戦
争
下
の
日
本
軍

の
空
襲
か
ら
守
る
た
め
に
、
一
九
四
〇
年
六
月
か
ら
四
七
年
九
月
ま
で
、

碑
林
院
内
の
地
下
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
。

（
7
）　

た
と
え
ば
、﹇
西
林
一
九
九
三
﹈
の
「
博
物
館
陳
列
リ
ス
ト
」
西
安
碑

林
に
お
け
る
碑
石
の
配
置
図
に
菅
洛
墓
誌
が
見
え
な
い
。

（
8
）﹇
羅
振
玉
一
九
四
一
﹈「
晉
人
墓
誌
皆
為
小
碑
、
直
立
壙
中
、
与
後
世
墓

誌
平
放
者
不
同
。
故
無
蓋
而
有
額
、
若
徐
君
夫
人
管
氏
、
若
処
士
成
君
、

若
晉
沛
国
張
朗
三
石
、
額
並
径
署
厶
厶
之
碑
、
其
状
円
首
、
与
漢
碑
形
制

正
同
、
惟
大
小
異
耳
」。

（
9
）
趙
振
華
「
洛
陽
出
土
墓
誌
撰
文
書
丹
鐫
刻
者
及
其
書
藝
研
究
」（﹇
趙
振

華
二
〇
〇
九
﹈
所
収
）、「
隷
書
到
東
漢
、
已
臻
登
峰
造
極
階
段
、
此
后
碑

誌
隷
書
過
分
追
求
波
挑
的
装
飾
性
。
這
種
定
型
化
的
隷
書
到
魏
・
晉
、
変

瀟
洒
自
然
的
挑
脚
為
棱
角
整
斉
的
挑
法
、
波
勢
趨
向
方
直
、
起
筆
強
調
方

截
、
千
篇
一
律
、
因
此
精
美
多
姿
的
漢
隷
走
向
末
路
。
于
是
這
種
強
調
方

棱
挑
法
的
隷
書
、
逐
漸
向
簡
約
省
便
的
楷
書
演
変
、
取
代
隷
書
就
成
了
必

然
的
趨
勢
、
推
動
北
魏
楷
書
興
起
」。

（
10
）
書
風
に
関
し
て
、
た
と
え
ば
、
中
西
慶
爾
『
中
国
の
刻
石
』﹇
中
西
一

九
八
一
﹈
の
「
壙
中
碑
の
幻
影
」
に
よ
る
と
、「
…
…
、
表
面
は
八
分
書

…
…
、
い
や
に
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
る
が
、
陰
面
は
同
じ
く
八
分
書

…
…
、
表
面
よ
り
字
形
も
少
し
大
き
く
、
正
し
く
す
っ
き
り
坐
っ
て
い
て
、

見
映
え
が
よ
い
。
…
…
。
だ
が
、
文
字
そ
の
も
の
は
ど
う
か
。
ひ
と
口
に
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一
八

言
え
ば
八
分
の
頽
廃
型
で
あ
る
。
零
落
と
ま
で
は
言
わ
な
く
て
も
、
ひ
ど

く
下
落
し
た
も
の
で
、
後
漢
と
の
落
差
は
極
め
て
大
き
い
。
ま
ず
、
縦
長

の
構
成
で
、
ま
の
び
し
て
い
る
退
屈
そ
う
な
姿
勢
が
指
摘
さ
れ
る
。
何
だ

か
目
標
を
失
っ
た
よ
う
で
、
方
向
感
覚
の
喪
失
が
感
じ
ら
れ
る
。
漢
の
八

分
書
の
よ
う
な
大
げ
さ
で
壮
大
な
波
法
は
ち
ゞ
こ
ま
っ
て
た
ゞ
形
だ
け
を

残
し
、
横
画
の
末
を
髭
の
よ
う
に
右
上
に
跳
ね
上
る
労
を
い
と
っ
て
、

た
ゞ
単
に
軽
く
抑
え
る
だ
け
に
止
め
、
二
本
の
開
く
脚
も
往
年
の
よ
う
な

ふ
ん
ば
り
が
な
い
。
ひ
ど
く
潤
い
に
欠
け
て
い
る
。
こ
う
書
い
て
く
る
と
、

万
事
不
満
だ
ら
け
で
、
何
と
も
救
い
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
こ
う
し

た
う
ち
に
、
楷
書
ら
し
い
筆
意
と
構
図
が
そ
れ
と
な
く
陰
顕
し
て
い
る
の

に
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
自
然
に
流
浪
し
て

い
る
う
ち
の
一
変
貌
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。

（
11
）
草
冠
（
艸
）
と
竹
冠
（
竹
）
の
通
用
に
関
し
て
、﹇
郭
瑞
二
〇
一
〇
﹈

は
「
這
種
混
淆
的
情
況
、
在
漢
字
楷
化
初
期
進
一
歩
拡
大
、
幾
乎
所
有
従

〝
竹
〞
的
字
、
都
有
訛
作
従
〝
艹
〞
的
異
体
字
形
」
と
論
ず
。
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